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神戸大学農学部内

りく そう かい

六篠会
（神戸大学農学部同窓会）

印刷日本住所調査センター

一
昨
年
、
発
行
し
た
こ
の
会

報
の
．
「
股
学
部
の
歩
み
」
の
中

で
、
こ
の
博
士
課
程
大
学
院
の

創
設
の
櫛
想
に
つ
い
て
、
す
で

に
そ
の
一
端
を
紹
介
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
こ
の
計
画
は
、
学

長
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
の

非
常
な
ど
瓜
、
力
に
よ
っ
て
清
々

と
進
行
し
、
今
春
４
Ｈ
に
は
、

そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
「
生

潅
科
学
＃
攻
」
の
艇
生
を
み
た
。

こ
の
博
士
繩
程
は
従
来
の
卵

門
職
的
分
科
に
拠
る
大
学
院
と

は
組
織
を
災
に
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
本
学
の
理
・
工
・
農

３
学
部
と
教
育
学
部
、
数
礎
部

の
一
部
の
関
連
数
官
が
、
学
部

農
学
部
創
立
訓
周
年
に
当
り
、

六
篠
会
と
し
て
企
画
い
た
し
ま

し
た
各
仙
記
念
蛎
業
は
、
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
一
郎
「
学
術

振
興
於
金
」
の
堆
務
を
残
し
て

成
功
抑
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

ご
支
媛
ド
さ
い
ま
し
た
方
々
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
一
九
八
○
年
代
に
向

い
祉
校
の
発
腱
は
め
ざ
ま
し
く

大
学
院
も
博
士
課
程
設
慨
へ
と

大
き
く
Ⅱ
逃
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

同
窓
会
摘
勤
も
今
般
、
神
戸
大

学
の
全
同
窓
会
が
い
ち
が
ん
と

な
っ
て
、
９
学
部
の
卒
業
生
の

生
涯
教
育
と
地
域
社
会
へ
の
学

問
将
及
を
柱
と
す
る
「
神
火
会

館
」
（
仮
称
）
設
立
準
備
委
曲
会

が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
３
月
妬
日
に
神
・
戸
国
際

会
館
に
て
、
神
戸
大
学
の
卒
業

式
が
あ
り
、
各
学
部
の
同
窓
会

長
が
一
堂
に
会
す
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
席
上
、
凌
糊
会
（
経

済
・
経
営
・
法
３
学
部
側
窓
会
）

の
橘
瓜
副
会
長
と
Ｋ
Ｔ
Ｃ
（
工

未
来
社
会
に
対
応
す
る

『
自
然
科
学
研
究
科
（
博
士
課
程
こ

の
設
置
が
実
現
の
段
階
に

副
会
長
東
順
三

束
順
三

全
神
大
卒
業
生

共
通
利
用
機
関 ’の

壁
を
越
え
て
参
画
し
、
未
来

社
会
が
要
術
す
る
「
新
分
野
・

境
界
傾
域
及
び
学
際
領
域
の
学

問
・
技
術
の
開
発
・
発
展
」
に

対
応
し
う
る
人
材
の
餐
成
を
指

向
す
る
卑
攻
を
設
置
し
よ
う
と

計
画
し
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
博
士
諜
程
の
特

色
は
、
各
学
部
に
既
存
の
修
士

課
程
と
は
別
に
、
独
立
し
た
「
後

期
３
年
の
大
学
院
」
で
あ
る
点

で
、
広
く
社
会
に
開
か
れ
た
大

学
院
と
し
て
の
責
務
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
配
臘
さ
れ
て
お
り
、

例
え
ば
次
の
よ
う
な
コ
ー
ス
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
将
来
、
大
学
・
研
究
機
関
等

学
部
同
窓
会
）
の
黒
井
理
事
曇

が
須
川
学
長
の
喉
偲
を
得
て
、

オ
ー
ル
神
大
卒
業
生
を
網
羅
す

る
「
神
火
会
館
」
（
仮
称
）
の
建

設
に
つ
い
て
の
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。次

い
で
第
１
Ｍ
の
懇
縦
会
が

５
月
旧
Ｈ
、
大
阪
駅
前
の
第
１

ビ
ル
の
「
大
阪
凌
糊
ク
ラ
ブ
」

に
お
い
て
、
各
学
部
の
正
副
同

窓
会
艮
が
襲
っ
て
開
か
れ
、
神

戸
の
適
当
な
場
所
に
設
置
す
る

た
め
の
準
備
委
員
会
を
つ
く
っ

て
呉
体
化
に
向
っ
て
一
歩
前
進

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。神

戸
大
学
は
昭
和
型
年
の
新

制
度
の
実
施
と
共
に
、
当
時
す

で
に
帥
年
の
朧
史
を
も
つ
神
戸

経
済
大
学
を
趾
体
と
す
る
３
学

部
（
経
済
・
経
営
・
法
）
を
中

心
に
工
学
部
（
神
戸
工
專
）
、
文

理
学
部
（
蝋
尚
・
神
経
大
予
科
）
、

教
育
学
部
（
師
範
）
で
発
足
し

ま
し
た
。
そ
の
後
文
理
学
部
が

分
離
独
立
し
、
さ
ら
に
神
戸
医

「
神
大
会
館
寅
仮
称
）
設
立
へ

の
研
究
者
あ
る
い
は
教
育
者

を
志
す
コ
ー
ス
。

Ｂ
研
究
・
開
発
の
分
野
に
進
む

コ
ー
ス
。

Ｃ
将
来
の
進
路
を
固
定
せ
ず
、

自
由
な
立
場
で
科
目
を
選
択

す
る
一
般
総
合
コ
ー
ス
。

Ｄ
社
会
人
が
再
び
大
学
で
勉
学

弁
続
け
る
生
涯
教
育
コ
ー
ス
。

し
た
が
っ
て
、
同
窓
生
譜
兄

に
と
っ
て
、
必
要
に
応
じ
て
再

び
母
校
の
研
究
室
に
立
帰
っ
て
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
で
き
る

門
戸
が
開
放
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
次
第
で
、
ま
こ
と
に
時
宜

を
得
た
、
喜
ば
し
い
ニ
ュ
ー
ス

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

火
、
兵
庫
農
大
の
国
立
移
祷
に

よ
る
医
学
部
、
農
学
部
の
墹
加

に
よ
っ
て
、
今
日
で
は
９
学
部

を
有
し
、
予
算
・
学
生
数
と
も

旧
帝
大
に
肩
を
並
べ
る
迄
に
な

り
ま
し
た
。
新
制
大
学
発
足
当

初
は
各
学
部
の
伝
統
の
差
の
故

に
多
少
の
違
和
感
の
あ
っ
た
こ

と
は
い
な
め
ま
せ
ん
が
、
新
制

発
足
後
加
年
の
歳
月
は
流
れ
を

大
き
く
変
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
晶
近
の
卒
業
生
は
入
学
当
初

教
養
部
で
一
締
に
教
育
を
受
け

て
い
る
関
係
か
ら
神
大
一
本
の

同
窓
意
繩
が
強
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
こ
の
オ
ー
ル
神
火
卒
業

生
の
共
通
利
用
機
関
「
神
大
会

館
」
（
仮
称
）
の
構
想
は
、
ま
さ

に
当
を
得
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

つ
づ
・
い
て
６
月
過
日
、
須
田

学
長
主
催
で
学
長
室
に
お
い
て

第
２
凹
懇
縦
会
が
開
か
れ
、
各

学
部
同
窓
会
代
表
が
集
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
具
体
的
に
検

討
す
る
こ
と
と
し
、
準
備
委
員

会
の
中
に
募
金
・
施
設
・
企
画

会
長

西

回

博
士
課
程
の
総
合
大
学
院
の

完
成
の
暁
に
は
、
農
学
部
の
現

在
の
各
岬
座
が
ど
の
よ
う
な
研

究
分
野
と
し
て
編
成
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
か
は
、
目
下
検
肘
中
で
、

そ
の
全
貌
に
つ
い
て
は
紹
介
で

き
る
時
期
で
な
い
が
、
予
想
な

ど
を
混
え
て
概
要
を
述
べ
る
と

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

今
春
開
設
さ
れ
た
「
生
産
科

学
専
攻
」
は
生
産
技
術
の
高
度

化
・
総
合
化
の
実
現
及
び
生
産

に
か
、
わ
る
多
様
な
問
題
に
対

応
し
う
る
幅
広
い
総
合
的
な
教

育
・
研
究
を
志
向
す
る
部
門
、

工
学
部
の
術
座
を
主
体
と
す
る

が
、
こ
の
な
か
に
農
学
部
の
農

川
欣
一

の
３
委
員
会
を
作
り
、
各
同
窓

会
よ
り
委
員
を
選
出
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
幹
事
長
に
凌

霜
会
の
橋
爪
氏
、
副
幹
郡
長
に

Ｋ
Ｔ
Ｃ
の
近
沢
氏
、
募
金
扣
当

幹
事
は
各
同
窓
会
一
名
ず
つ
で

六
篠
会
よ
り
小
生
が
、
施
設
抵
当

幹
事
は
Ｋ
Ｔ
Ｃ
と
神
緑
会
（
医

学
部
同
窓
会
）
が
担
当
し
、
企

画
担
当
幹
事
は
凌
諏
会
、
神
緑

会
を
除
く
同
窓
会
よ
り
出
し
、

六
篠
会
か
ら
は
東
副
会
長
を
選

出
し
ま
し
た
。

第
３
凹
懇
縦
会
は
８
月
詔
日

国
鉄
三
宮
駅
前
の
神
戸
新
聞
会

航
７
階
の
「
神
戸
ク
ラ
ブ
」
で

行
わ
れ
、
基
本
構
想
と
建
設
資

金
が
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
先

づ
建
設
趣
旨
と
し
て
、

①
學
問
の
国
際
的
交
流

②
科
学
と
技
術
の
発
展
の
た

め
の
資
料
の
充
実

ｎ
選
日
然
科
学
と
社
会
科
学
の

総
合
研
修

④
９
学
部
卒
業
生
の
生
涯
教

育
と
地
域
社
会
へ
の
学
問

業
生
産
工
学
科
の
３
孵
座
が
表

の
よ
う
な
研
究
分
野
と
し
て
参

加
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
農
学
部
羽
織
座
中

次
の
肥
術
座
（
作
物
学
・
作
物

育
種
学
・
熱
帯
有
用
植
物
学
・

果
樹
園
芸
学
・
保
蔵
加
工
学
・

農
業
経
済
学
・
農
業
経
営
学
・

防
疫
週
伝
学
・
植
物
栄
養
学
・

生
物
化
学
・
食
品
及
び
栄
養
化

学
・
農
産
製
造
学
・
醗
酵
生
産

学
・
家
畜
育
種
学
・
家
畜
繁
殖

学
・
家
畜
飼
養
学
・
畜
産
製
造

学
・
家
畜
衛
生
学
）
は
将
来
に

向
け
て
予
測
さ
れ
て
い
る
「
人

類
の
食
糧
な
ど
の
危
機
」
を
打

開
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
生

杵
及

を
目
途
と
す
る
。
こ
れ
ら
に
甥

す
る
資
金
（
会
館
建
設
を
主
と

す
る
）
と
し
て
目
標
額
６
値
円

と
し
募
金
会
を
設
け
る
と
い
う

汁
画
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
加
日
「
神
戸
ク
ラ
ブ
」
で

再
度
基
本
櫛
想
が
検
肘
さ
れ
、

神
戸
大
学
新
制
鈍
間
年
の
事
業

と
し
て
、
全
同
窓
会
が
い
ち
が

ん
と
な
っ
て
募
金
に
取
り
組
む

た
め
、
大
学
当
局
と
充
分
相
談

の
上
、
募
金
会
を
発
足
さ
せ
る
。

さ
ら
に
、
月
認
日
、
教
育
学

部
応
接
室
に
お
い
て
全
学
正
副

同
窓
会
長
会
議
を
開
き
、
募
金

要
項
（
案
）
を
検
討
し
、
募
金

母
体
に
９
学
部
の
同
窓
会
が
協

力
し
て
新
た
に
神
戸
大
学
々
術

振
興
会
を
つ
く
る
。
募
金
目
的

を
神
大
新
制
訓
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
会
館
建
設
資
金
６
億

円
、
神
大
学
術
振
興
後
援
事
業

費
１
億
円
と
す
る
こ
と
に
意
見

の
一
致
を
み
る
に
い
た
っ
た
。

以
上
が
経
過
で
す
が
、
六
篠

会
と
し
て
も
早
急
に
協
力
態
勢

を
整
え
主
と
し
て
法
人
関
係
に

は
た
ら
き
か
け
る
必
要
が
あ
り
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
．最

後
に
農
学
部
鋤
間
年
記
念

事
業
の
内
、
現
在
も
進
行
中
の’

物
資
源
の
確
保
と
資
源
生
物
の

生
産
機
能
の
向
上
を
図
り
、
併

せ
て
生
物
資
源
の
高
度
利
用
に

関
す
る
総
合
的
な
教
育
・
研
究

を
目
標
と
す
る
専
攻
分
野
に
、

理
学
部
な
ど
の
関
連
教
官
の
参

加
の
下
に
、
再
編
成
し
よ
う
と

企
画
中
で
あ
る
。

ま
た
、
農
学
部
の
残
り
８
牌

座
（
花
卉
蔬
菜
園
芸
学
・
植
物

病
理
学
・
農
業
昆
虫
学
・
農
薬

学
・
水
利
用
工
学
・
土
地
利
用

工
学
・
土
壌
学
・
家
畜
管
理
学
）

は
科
学
技
術
の
急
激
な
発
展
と

産
業
規
模
な
ど
の
増
大
に
起
因

す
る
生
活
環
境
の
悪
化
が
社
会

的
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
に
対
応
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
野
に
立
っ
て
「
き
れ
い
な

地
球
」
を
維
持
す
る
た
め
に
、

環
境
の
形
成
、
調
整
・
制
御
、

保
全
に
関
す
る
教
育
・
研
究
を

志
向
す
る
専
攻
分
野
を
、
関
連

す
る
工
学
部
、
理
学
部
な
ど
の

瀧
座
と
共
に
編
成
し
よ
う
と
し

て
い
る
。

「
農
学
部
学
術
振
興
韮
金
」
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
凌
霜

会
は
卒
業
生
２
万
４
千
人
の
う

ち
１
万
８
千
人
が
社
団
法
人
の

会
員
と
な
っ
て
お
り
、
Ｋ
Ｔ
Ｃ

は
１
万
２
千
人
の
卒
業
生
の
う

ち
７
千
７
百
人
が
社
圃
法
人
の

会
員
と
し
て
、
別
途
年
会
費
、

終
身
会
費
お
よ
び
記
念
事
菓
の

寄
附
金
等
に
よ
っ
て
多
額
の
基

金
を
も
ち
活
勤
し
、
学
部
に
貢

献
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
よ

う
に
オ
ー
ル
神
大
の
同
窓
会
が

協
同
で
事
業
を
す
る
時
な
ど
、
や

は
り
同
窓
会
の
力
と
し
て
「
基

金
」
の
有
無
が
大
き
く
作
用
し

ま
す
。
ど
う
か
農
学
部
創
立
訓

周
年
記
念
事
業
の
柱
と
し
て
昭

和
弱
年
３
月
末
ま
で
募
集
中
の

「
六
篠
会
学
術
振
興
基
金
」
の

方
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

い
●
ま
だ
創
立
鋤
周
年
記
念
事
業

醜
金
（
一
口
、
五
千
円
）
を
さ

れ
て
お
ら
れ
な
い
方
は
、
至
急

振
皆
用
紙
に
て
払
込
み
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
醜

金
さ
れ
た
方
に
は
訓
周
年
記
念

品
（
写
真
集
「
農
学
部
訓
年
の

歩
み
」
・
絵
は
が
き
集
「
農
学
部

の
四
季
」
・
「
六
篠
会
員
名
簿
」
）

の
３
点
セ
ッ
ト
を
お
送
り
し
ま

す
。
重
ね
て
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

会
報

一
農
産
機
械
学

一
握
篝
プ

ロ
七

圃
場
機
械
学

栽
培
工
程
学

農
業
動
力
学
一
熱
エ
ネ
ル
ギ

ー
Ｉ
機
器
学

現
在
の
農

部
牌
座
名

総
合
大
学
院

教
育
研
究
分

野
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当
Ｈ
は
雲
ひ
と
つ
な
い
好
天

に
忠
ま
れ
、
会
場
を
包
む
新
緑

が
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
中
、
記

念
式
典
は
、
柵
原
平
淀
蛎
碕
長

の
川
会
に
よ
り
、
他
大
学
農
学

部
艮
、
地
〃
、
沿
体
関
係
台
、

他
学
部
川
窓
会
関
係
名
、
会
社

関
係
行
の
ほ
か
、
本
学
学
茂
、

各
部
岫
及
、
排
縦
側
、
蛎
務
関

係
荷
な
ど
、
約
、
此
十
橘
の
参

列
荷
の
も
と
で
、
午
前
十
一
時

か
ら
Ｃ
皿
芳
室
に
お
い
て
始
め

ら
れ
ま
し
た
。

雌
初
に
河
本
正
彦
農
学
部
艮

が
式
紳
を
述
べ
、
次
い
で
、
須

川
塊
学
及
の
あ
い
さ
つ
、
引
き

五
月
十
九
日
（
土
｝
農
学
部
キ

ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
農
学
部

創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
が
盛

大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

農
学
部
の
前
身
で
あ
る
県
立

兵
庫
農
科
大
学
が
、
丹
波
篠
山

の
学
舎
で
第
一
回
新
人
生
を
迎

え
た
の
は
昭
和
二
十
四
年
血
月

の
こ
と
で
し
た
。
爾
来
三
十
年
、

国
立
移
管
、
六
甲
台
移
転
を
経

て
、
学
科
・
柵
蠅
の
整
備
允
実

が
進
め
ら
れ
、
現
在
の
農
学
部

は
、
丘
学
科
二
十
九
柵
脹
、
学

生
定
貝
一
学
年
白
六
十
名
（
在

鰭
学
生
六
百
六
十
九
名
）
の
規

模
に
達
し
、
大
学
院
修
士
糾
程

を
有
す
る
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

多数の同窓生参加のもとに

創立31周年記念行事開催ざる
続
き
、
坂
井
時
忠
兵
庫
県
知
事
一

（
典
原
俊
氏
総
務
部
長
代
縦
）
、
一

禽
崎
辰
雄
神
戸
市
長
（
松
井
修
一

農
政
局
長
代
統
）
、
坂
本
慶
一
京
一

郎
大
学
農
学
部
長
の
各
氏
か
ら
一

祝
畔
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
一

の
あ
と
祝
電
被
露
が
あ
り
、
次

い
で
岩
出
久
二
雄
本
学
名
誉
救

授
の
「
思
い
出
を
語
る
」
で
兵

服
農
科
大
学
時
代
か
ら
の
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
出
括
が
語
ら
れ
、
感
動
の
う
ち
に
式
典
が
終
り
き

し
た
。

式
典
の
あ
と
正
午
過
ぎ
か
ら
、
一

研
究
棟
西
口
削
に
お
い
て
、
石
一

出
陽
博
洲
帥
の
樹
種
脱
明
の
も
と
に
、
「
マ
テ
バ
、
ン
ィ
」
の
記
念
一

植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

記念植樹を終えた参列省は、研究棟南側庭閏の祝闘会場へ移勤し、六篠会（同

窓
会
）
の
呼
び
か
け
で
参
集
し

て
い
た
卒
業
生
た
ち
と
合
流
し

て
、
祝
例
会
が
始
め
ら
れ
、
出

席
者
は
お
よ
そ
四
百
三
十
名
に

達
し
て
い
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
若
々
し
い

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ー
ラ
ス
に
よ

っ
て
群
が
開
け
ら
れ
、
柵
原
事

勝
長
の
刈
会
の
も
と
に
、
河
本

農
学
部
長
と
西
川
欣
一
六
篠
会
一

会
長
の
あ
い
さ
つ
、
只
原
県
総

務
部
長
の
鏡
割
り
、
渡
辺
武
彦
－

大
阪
府
立
大
学
農
学
部
長
の
音
一

頭
に
よ
る
乾
杯
、
浜
田
秀
兇
兵
一

脈
農
科
大
学
名
誉
教
授
と
麦
林
一

橘
太
郎
本
学
名
誉
教
授
の
祝
畔
一

が
あ
り
ま
し
た
。

グリークラブのコーラス「農大学歌」、「神大学生歌」全

「
愛
唱
歌
」
で
雰
囲
気
は
盛
り

上
が
り
、
篠
山
町
か
ら
駆
け
つ

け
た
デ
カ
ン
・
ン
ョ
節
保
作
会
に
一

よ
る
秋
と
川
り
で
、
要
は
一
吋
一

棚
や
か
で
活
気
溢
れ
る
も
の
と
一

な
り
ま
し
た
。

午
後
三
時
喉
、
川
本
農
乍
部
一

陵
の
発
声
で
″
股
・
ゞ
川
が
行
わ
一

れ
、
火
篠
会
を
代
炎
す
る
束
川
一
・
・
一
救
援
の
挟
拶
を
も
っ
て
川
会
一

し
ま
し
た
。

なお、この祝例会を共催した六篠公では、農稚部刺虻・・ゞ
卜周年を機に「六篠公一

学
術
振
興
堆
金
」
を
允
実
依
化
一

す
る
と
と
も
に
、
記
念
式
の
協
一

併蛎業として、写真蝿などを出版配布しました。

（
神
戸
大
学
学
報
二
七
三
号
よ

り
転
載
）

「
・
’
一
卜
年
は
須
與
の
間
」
と
も

・
●
耐
わ
れ
る
が
、
典
さ
に
追
椣
す

る
と
、
兵
廊
農
大
剣
立
以
来
の

ゞ
年
Ｈ
は
、
多
く
の
変
種
を
伴
う

長
い
時
間
で
あ
っ
た
と
思
う
。

当
Ⅱ
、
呪
敬
富
各
位
と
と
も

ゞ
に
、
肥
念
式
典
に
列
席
を
祢
さ

》
れ
た
。

川
本
学
部
踵
の
御
挨
拶
、
来

賞
各
位
の
御
祝
辞
の
中
に
釧
川

さ
れ
た
典
叩
農
大
初
代
学
及
・
・
一

宅
先
生
の
述
学
の
理
念
、
こ
れ

を
鮴
が
れ
た
こ
代
Ⅱ
樅
投
佐
仙

先
生
の
緋
心
維
憐
の
成
県
は
、

神
火
農
学
部
の
現
在
の
姿
の
中

に
根
づ
き
生
か
さ
れ
て
い
る
の

み
で
な
く
、
今
後
も
・
水
く
、
農

兼
部
関
係
荷
各
位
の
柵
進
努
力

に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
拡
大
発
峡

一
さ
れ
る
に
杣
連
な
し
と
傭
じ
、

｜
亡
き
向
先
生
の
御
霊
に
「
こ
の

一
唯
雌
を
御
覧
ド
さ
い
」
と
ひ
そ

一
か
に
祈
っ
た
。

一
こ
ん
な
思
い
に
ふ
け
り
つ
つ
、

一
祝
闘
間
遊
会
場
へ
案
内
さ
れ
た

と
こ
ろ
、
こ
れ
は
ま
た
、
凡
川

晴
れ
の
空
の
も
と
で
人
変
な
盛

初
夏
の
晴
れ
上
が
っ
た
Ｈ
射

は
汗
ば
む
ば
か
り
の
全
く
の
別

遊
会
Ⅱ
和
で
あ
っ
た
。
三
十
周

年
記
念
行
事
が
関
係
皆
様
の
熱

心
な
ご
努
力
に
よ
り
計
画
、
実

行
に
移
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知

ら
さ
れ
て
い
々
に
記
念
行
事
へ

の
参
加
出
席
を
申
し
出
た
も
の

の
、
楽
し
み
と
反
面
占
い
知
れ

ぬ
そ
こ
ば
く
か
の
不
安
と
交
錯

し
複
雑
な
気
持
で
し
た
。

六
甲
駅
を
降
り
は
や
る
心
を

急
な
坂
道
に
足
を
と
ら
れ
、
般

近
特
に
ひ
ど
く
な
っ
た
多
汗
堆

に
追
打
ち
を
か
け
ら
れ
る
よ
う

な
坂
道
は
、
こ
れ
か
ら
会
う
先

生
方
や
篠
山
時
代
の
楽
し
い
忠

出
の
柵
に
ひ
た
る
場
を
想
像
す

る
の
に
充
分
す
ぎ
る
位
い
長
い

道
程
で
し
た
。
大
学
通
用
門
を

六
甲
山
麓
に

卒
業
生
の真

情
に
接
す

一
丁
杓
ギ
ノ
、
ソ
ヨ
括
即

宮
澤
秀
介

況
。
熾
校
の
三
十
周
年
を
祝
い

発
峻
を
刷
っ
て
、
各
地
か
ら
参

集
し
た
大
勢
の
卒
業
生
と
、
久

し
ぶ
り
に
手
を
蝿
り
肘
を
叩
い

て
、
懐
旧
縦
に
興
じ
、
将
来
を

諾
り
、
・
乾
杯
を
繰
り
か
え
し
た
や

要
咋
ば
に
し
て
、
こ
の
側
遊

会
に
は
い
ろ
い
ろ
苫
心
の
趣
向

が
蛙
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気

付
い
た
。
術
酒
樽
の
鏡
削
り
と

枡
洲
の
乾
盃
、
神
火
グ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
コ
ー
ラ
ス
と
俄
し
い
デ

カ
ン
、
ン
ョ
節
の
特
別
出
油
、
三

卜
年
の
峨
史
を
語
る
写
真
帳
。

こ
れ
ら
を
企
山
し
準
備
を
進
め

ら
れ
た
方
々
か
ら
御
併
心
の
一

端
を
●
胴
る
に
つ
れ
て
、
敬
官
卒

雛
惟
各
位
の
緊
密
な
協
〃
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
爽
現
で
き
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
故

あ
る
雌
の
思
い
を
深
く
し
た
。

殊
に
、
文
字
辿
り
州
め
ど
も
つ

き
ぬ
術
洲
、
肥
念
に
唄
い
て
か

え
っ
た
小
枡
、
鏡
削
り
の
準
備

は
、
川
窓
公
の
部
会
で
あ
る
延

灘
公
金
凸
一
致
の
が
鮒
と
聞
い

て
、
朏
校
の
隆
盛
を
祈
る
乍
紫

麦
林
楢
太

入
り
、
賑
や
か
な
デ
カ
ン
、
ン
ョ

節
の
雌
子
は
、
犬
甲
山
館
の
近

代
的
な
大
学
キ
ャ
ン
バ
ス
に
連

机
感
を
か
も
し
出
し
て
い
る
よ

う
に
受
け
§
一
卜
年
の
歳
月
を
つ

く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し

そ
れ
ら
の
想
像
や
幻
影
も
受
付

で
堂
本
氏
が
笑
顛
で
迎
へ
て
く

れ
た
の
で
い
ま
ま
で
の
不
安
が

務
散
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
ま
で

の
坑
喋
で
し
か
な
か
っ
た
デ
カ

ン
、
ン
ョ
節
が
快
よ
く
ひ
び
い
た

の
は
不
忠
縦
で
し
た
。
要
た
け

な
わ
の
犬
鮮
の
あ
ち
ら
、
こ
ち

ら
に
知
っ
た
噸
、
お
世
活
に
な

っ
た
巌
先
生
〃
の
←
北
気
な
姿
、

許
と
少
し
も
変
ら
ぬ
旧
友
の
倣

縦
の
輪
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

皆
そ
れ
ぞ
れ
に
各
界
で
重
要
な

ポ
ス
ト
に
つ
い
て
い
る
こ
と
を

郎

生
の
典
俄
に
接
す
る
思
い
で
、

感
激
新
た
な
も
の
が
あ
っ
た
。

帰
途
、
今
は
山
陰
の
大
雑
に

勤
務
さ
れ
て
い
る
Ⅲ
敬
悔
の
〃

か
ら
、
「
私
の
大
学
で
も
刺
ｋ
・
→
，

卜
楜
年
の
記
念
蛎
猫
の
計
川
を

進
め
て
い
る
が
、
今
川
の
よ
う

な
朧
火
な
こ
と
は
恐
ら
く
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
と
思
う
」
と
聞

か
さ
れ
、
神
人
股
鞍
部
に
脈
々

と
生
か
さ
れ
て
い
る
学
風
と
低

統
と
を
、
史
め
て
恥
み
し
め
た

こ
と
で
あ
っ
た
。

あ
の
Ⅱ
の
こ
と
は
、
私
の
生

榧
で
の
雌
尚
の
藤
び
の
◆
つ
と

し
て
、
・
水
く
心
に
残
る
で
あ
ろ

う
と
思
っ
て
い
る
。

（
神
大
秘
誉
教
授
）

示
す
勲
章
の
よ
う
な
飢
が
思
い

出
紬
し
に
柵
ち
興
じ
お
虻
に
交

歓
す
る
本
当
に
出
血
な
一
時
で

し
た
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
昭
馴
←
一
卜

叫
年
は
返
し
い
畔
代
で
灰
色
の

世
傭
の
中
に
附
轆
の
理
念
に
燃

え
非
捕
な
努
力
を
概
ね
今
Ⅱ
の

神
ゞ
”
大
学
農
雅
部
の
礎
を
築
か

れ
た
浦
先
生
〃
の
・
疋
気
で
今
尚

活
朏
さ
れ
て
い
る
姿
に
接
し
た

こ
と
は
悠
慨
艇
吐
で
し
た
。

要
終
っ
て
、
・
・
一
木
氏
と
共
に

松
州
氏
に
緋
れ
久
し
振
り
に
火

甲
山
に
登
り
山
雅
に
汕
り
夜
更

け
ま
で
盃
を
側
け
又
と
な
い
機

会
を
僻
た
こ
と
、
合
せ
本
当
に

患
疑
の
あ
る
一
Ⅱ
を
過
し
ま
し

た
。

雌
後
に
、
本
事
猫
の
成
功
に

努
力
さ
れ
た
皆
様
〃
に
淡
く
感

謝
し
学
部
と
六
篠
会
の
ま
す
ま

す
の
発
峻
を
祈
馴
い
た
し
ま
す
。

（
農
学
科
詔
年
卒
）

ヨ記念行 妻

I
一

ｰ
で
か
ん
し
ょ
節
に

〃
丹
波
恋
し
や
六
甲
の
山
に

雪
が
ち
ら
ち
ら
越
え
て
来
る
”

と
歌
わ
れ
た
一
節
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
か
っ
て
灘
の
酒
蔵

で
働
く
杜
氏
の
郷
愁
を
秋
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
崎
も
、

篠
山
の
地
で
学
生
時
代
を
過
ご

し
た
農
大
卒
業
生
の
郷
愁
に
似

た
思
い
を
歌
っ
て
い
る
か
の
様

に
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
私
一
人

だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

盃
ヶ
岳
を
背
に
、
・
咲
き
し
た

た
る
桜
と
ポ
プ
ラ
の
並
木
、
兵

営
跡
の
赤
土
に
建
つ
木
造
学
舎
、

こ
の
様
な
光
景
が
か
も
し
出
す

入
学
当
初
か
ら
の
追
憶
が
、
限

り
な
く
続
い
て
止
ま
な
い
。
そ

れ
か
ら
二
十
七
年
経
っ
た
今
年

母
校
の
創
立
三
十
周
年
を
迎
え

丘
〃
卜
九
Ⅱ
は
爽
や
か
な
几

川
崎
れ
で
、
紀
念
什
蛎
に
は
岐

尚
の
Ⅱ
と
な
っ
た
。
鮪
く
代
多

数
の
参
加
街
が
あ
り
、
こ
の
付

蛎
も
そ
れ
だ
け
で
人
成
功
と
い

え
る
。何

年
か
ぶ
り
で
、
嘗
て
通
い

‐
価
れ
た
坂
道
を
登
っ
て
ゆ
く
と
、

桜
の
木
の
ド
に
受
付
が
あ
り
、

’’ 「
職
際
的
」
な
交
流
を

爽
や
か
な
一
日

参加して
る
に
当
っ
て
、
新
緑
萌
え
る
五

月
十
九
日
、
農
学
部
南
広
場
に

お
い
て
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ

併
せ
て
、
祝
賀
園
遊
会
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
同
窓

生
と
し
て
同
慶
す
る
一
人
で
あ

り
、
ま
た
、
こ
、
に
出
席
し
て

得
た
感
動
と
、
卒
業
以
来
久
し

い
先
生
方
を
は
じ
め
、
同
・
先

薙
諸
氏
と
語
ら
い
得
た
喜
び
は

他
に
待
え
錐
い
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
多
感
な
頃
に
結
ば
れ

た
変
ら
ぬ
友
情
を
、
温
め
、
確

め
あ
え
た
事
は
意
義
深
い
事
で

あ
る
。こ

れ
を
機
会
に
、
同
窓
の
相

互
が
、
立
体
的
な
親
睦
と
協
力

を
図
り
、
ま
た
、
学
際
的
に
、

も
し
許
さ
れ
る
な
ら
職
際
的
と

言
う
べ
き
か
、
情
報
の
交
換
を

校
舎
の
南
側
に
は
犬
熊
が
張
ら

れ
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
川
迩
も
終

っ
て
い
た
。
懐
か
し
い
先
生
〃

の
伽
も
兇
え
る
。
ど
の
先
生
も

付
椛
の
準
備
に
、
或
は
推
称
に

と
大
忙
し
で
あ
る
。
し
か
し
、

僻
々
と
し
て
い
る
の
が
よ
く
わ

か
っ
た
。
・
・
一
卜
刷
年
が
済
の
川

標
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。

出
席
行
は
や
は
り
年
裁
の
″

が
多
く
、
ど
の
敵
を
拝
兇
し
て

も
皆
、
立
派
で
。
←
一
十
年
の
膝
史

の
重
み
が
感
じ
ら
れ
る
。
知
ら

ず
の
う
ち
に
屑
に
力
が
入
る
。

学
部
没
、
川
本
先
生
の
御
挟

拶
が
あ
り
、
火
祝
尚
ハ
ー
テ
ィ

ー
が
州
始
と
な
る
。
ｎ
分
の
刷

り
に
は
、
や
っ
と
兄
つ
け
出
し

た
数
人
の
側
級
生
と
先
推
後
推

が
蝿
ま
っ
て
い
る
。
皆
一
一
コ
二

コ
笑
っ
て
い
る
。
乾
杯
、
乾
杯
。

杉
の
香
と
洲
の
う
ま
さ
。
活
も

弾
む
。
『
け
ど
少
な
い
ナ
ァ
、
蒜

い
も
ん
が
嵩
仕
轆
や
ろ
豈
土
咄

伊
藤
渡

岡
田
侃
一

い
得
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
一

終
り
に
、
こ
の
記
念
事
業
の
実
一

行
に
参
画
努
力
さ
れ
た
皆
様
に
一

心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
ま
た
、
一

こ
の
間
遊
会
が
果
て
た
午
後
五
一

時
か
ら
、
三
宮
の
金
近
閣
に
お
ー

い
て
農
大
川
川
卒
生
の
同
期
会
垂

が
開
か
れ
た
。
蛙
の
間
遊
会
に
一

間
に
合
わ
な
か
っ
た
六
名
が
加
一

わ
っ
た
二
十
一
、
名
で
、
卒
業
以
垂

．
夕

来
の
経
過
や
近
況
、
そ
れ
に
懐
垂

古
縦
に
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
た
一コ

楽
し
い
一
時
を
有
意
義
に
過
ご
匙

し
た
。
散
会
す
る
前
に
、
同
期
一

生
の
健
康
と
一
牌
の
活
踊
を
祈
垂

念
し
、
ま
た
、
来
年
の
再
会
を
》

約
し
閉
会
し
た
。
な
お
、
こ
の
》

会
は
藤
井
・
藤
田
両
氏
の
労
に
》

よ
る
こ
と
を
付
記
す
る
。
壺夕

（
農
学
科
釧
年
卒
）
エロ

区
切
り
は
終
っ
た
け
れ
ど
、
→
皇

の
上
台
の
ｋ
に
さ
ら
に
苑
峻
さ
－

せ
よ
う
Ｌ
ハ
篠
公
。
そ
れ
も
我
々
一

・
人
一
人
の
懲
縦
し
だ
い
と
・
・
急
晶

え
る
。ほ

ろ
酔
い
気
分
の
頭
を
サ
ッ
ー

と
風
が
吹
き
ぬ
け
て
い
っ
た
。
王

爽
や
か
な
一
Ｈ
で
あ
っ
た
。
一

（
農
芸
化
学
科
帥
年
卒
）
一

彦
謬
乏
易
喜
多
ン
畠
吾
多
多
言
勇
一

図
り
、
よ
り
一
層
の
活
躍
・
発
一

展
を
目
指
す
べ
き
で
な
か
ろ
う
一

か
。
そ
の
結
果
が
同
窓
会
の
発
一

展
に
つ
な
が
っ
て
来
る
も
の
と
一

信
ず
る
。

当
日
、
惜
し
ま
れ
た
の
は
、
→
屍

の
間
遊
会
開
催
が
休
日
で
あ
れ
一

ば
、
よ
り
多
く
の
同
窓
と
語
ら
垂

い
得
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
一

終
り
に
、
こ
の
記
念
事
業
の
実
》

り
米
て
よ
か
っ
た
…
・
・
：
・

パ
ー
テ
ィ
ー
の
後
は
、
価
例
一

の
部
雌
の
懇
親
会
。
役
が
農
順
一

製
造
で
は
部
雌
か
ら
は
み
出
す
一

礎
で
あ
っ
た
。
『
襲
哩
と
い
う
一

●
●
患
叩
熊
が
よ
く
似
合
う
、
そ
ん
な
一

雰
附
抗
で
あ
っ
た
。
満
先
抽
の
一

締
に
耳
を
伽
け
、
ｎ
分
も
譜
る
、
一

楽
し
く
、
ま
た
汀
慰
筏
な
ひ
と
一

と
き
で
あ
っ
た
。

夕
搾
れ
典
近
い
吸
道
を
ド
リ
ー

な
が
ら
思
っ
た
。
今
度
何
肘
年
一

記
念
か
の
雌
に
は
折
に
圭
脾
を
か
一
｛
￥

け
て
、
火
砿
し
て
や
っ
て
来
よ
－

７
．
：
→
卜
楜
年
と
い
う
一
つ
里
創

Ｋ
切
り
は
縛
っ
た
け
れ
ど
、
こ
西

Ⅱ
や
も
ん
な
雪
み
ん
な
ど
う
し
《

て
る
か
ナ
ァ
』
こ
ん
な
会
賊
が
一

と
り
交
わ
さ
れ
る
。
四

ヶ

叫
性
介
昭
川
の
コ
ー
ラ
ス
に
垂

ひ
き
統
き
、
デ
カ
ン
・
ン
ョ
節
大
垂夕

会
、
削
り
と
祝
“
バ
ー
テ
ィ
ー
ー

は
帳
ｋ
が
っ
て
ゆ
く
。
や
っ
ぱ
函

一
口
叩

＝
墨、周年

一
試
し

二
一
口30

回写真集「農学部30年のあゆみ」 \2,500

《収録内容》

☆農学部・農科大学今昔；☆年表・農学部30年；☆古き良き兵庫農科大学（思い出深き学

舎；学生々活；教官活動；農大祭；おらが城下町“篠山")；☆新しい出発神戸大学農学部

（学舎；神大生；我が町“神戸")；☆兵庫農科大学卒業写真集（昭和28年～昭和44年）

回倉ﾘ立30周年記念「六篠会名簿」 \2,500

会則；特別会員(教官)､正会員(卒業生)､準会員(学生)の各名簿；人名索引付210頁

回絵はがき集「農学部の四季」8枚組 \300
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９
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ｂ
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以上3点を韓金(1E]5,000円）者に郵送申し上げます。農学部学術振興基

金として活用されますので、いまだ鱸金されてない方は是非共御協力の

程お願い致します。既にお手持ちの方も、絵はがき等追加注文をお待ち
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■
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神戸大学農学部六篠会

神戸49706

振替用紙を紛失された方は、郵便局据
付の振替用紙に左記の口座名・口座番

号を記入の上、振込んで下さい。{
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創
立
犯
周
年
記
念
事
業

醸
金
者
の
方
へ

犬
篠
会
で
緋
山
し
ま
し
た
各

棚
紀
念
靱
災
に
対
し
、
呪
・
川

敬
宮
の
先
生
方
を
は
じ
め
多
数

の
〃
々
か
ら
の
ご
併
川
を
僻
て
、

そ
れ
ら
を
朧
大
裡
に
実
施
で
き

ま
し
た
こ
と
を
ご
服
併
し
、
照

く
感
謝
巾
し
ｋ
げ
ま
す
。
紀
念

蛎
災
会
計
中
川
報
杵
（
別
・
叩

肥
現
在
）
に
み
ら
れ
ま
す
よ
う

に
、
醜
余
行
数
一
○
七
六
括
、

熊
金
諏
六
、
四
○
八
、
○
○
○
円

（
旧
教
官
）

長
谷
川
儀
一
大
庭
高
明

高
山
昭
康
竹
崎
通
善

佐
藤
孝
中
村
弘

川
那
部
治
良
永
富
昭

望
月
明
重
永
昌
二

平
林
成
志
鈴
木
直
治

後
藤
定
年
小
泉
武
紀

清
水
俊
秀
佐
伯
秀
章

石
沢
修
一
伊
沢
伍
郎

清
水
淳
一
吉
村
貞
彦

金
子
秀
明
麦
林
楢
太
郎

西
躰
雄
二
郎
井
上
良

冨
森
純
郎
石
橋
武
彦

星
和
美
小
野
豊

久
葉
昇
林
正
旦

花
井
七
郎
兵
衛
井
上
善
右
衛
門

斎
藤
義
一
松
下
俊
夫

山
本
贋
治
多
河
慶
一

中
村
五
郎
安
田
勝
幸

佐
々
木
豊
作
野
草
俊
作

宮
田
澄
男
浜
田
秀
男

堀
江
格
郎
辻
英
夫

長
島
浩
二
郎
樋
口
巖

岡
田
総
一
大
嶋
俊
彦

（
現
教
官
）

丹
下
宗
俊
松
林
元
一

上
島
陥
志
一
井
隆
夫

滞
野
稔
中
西
テ
ッ

中
村
直
彦
寺
分
元
一

水
野
進
山
本
修

制
＃
鰡
労
尚
山
敏
弘

Ｉ
Ｆ
ｊ
Ｄ
４
Ⅱ
Ｉ
凸
０
６
Ｊ
←

宮
本
雄
一
宮
本
セ
ツ

奥
谷
禎
一
小
野
一

松
中
昭
一
吉
良
八
郎

畑
武
志
尾
崎
叡
司

居
垣
千
尋
堀
尾
尚
志

西
村
功
岡
本
嗣
男

川
村
佃
夫
上
田
貞
夫

岡
本
三
郎
吉
川
三
吉

岩
崎
照
雄
名
武
昌
人

金
澤
和
樹
河
本
正
彦

西
羅
寛
福
島
豊
一

苅
田
淳
水
野
利
雄

近
藤
健
次
郎
伊
藤
和
彦

岡
山
高
秀
下
田
与
四
雄

木
村
重
清
水
晃

上
山
泰
秋
田
謙
司

（
農
学
科
・
園
芸
農
学
科
）

⑳
久
保
知
義
坪
倉
浩
一

稲
山
恒
夫
西
川
欣
一

野
原
啓
吾
小
崎
正

松
浦
良
彦
宮
濁
秀
介

三
木
正
士
村
田
煕

山
口
禎
⑲
有
田
央
順

石
田
陽
博
酒
木
徹

津
国
節
男
堂
本
高
明

平
山
国
治
⑩
石
野
拓
造

尾
松
滝
雄
喜
多
河
順
造

瀧
川
憲
嗣
垣
内
正
記

橋
本
利
太
樋
口
英
武

前
川
進
木
戸
太
三

谷
口
勇
松
田
一
義

桃
井
節
也
亀
嶋
卓
也

⑩
岡
田
侃
一
小
前
寛
治

早
栗
毅
清
水
清
隆

古
田
昌
藤
田
悦
久

芦
田
圭
史
⑫
豊
増
千
鶴
男

石
川
克
行
岩
崎
厚
夫

長
谷
川
市
郎
林
隆
正

阪
上
勘
右
衛
門
松
井
範
義

三
方
彰
一
村
原
穣

安
川
峻
男
鷲
尾
三
郎

⑬
秋
末
宏
幸
大
森
明
夫

加
藤
暢
重
北
浦
義
久

米
津
紀
子
篠
原
正
隆

内
藤
正
敏
野
々
口
睦
巳

石
田
蕪
⑭
土
佐
正

植
田
武
彦
浦
岡
睦

大
西
章
司
尾
崎
武

で
、
熊
余
い
た
ｆ
、
き
ま
し
た
〃

々
の
ご
芳
名
を
以
卜
に
発
表
さ

せ
て
い
た
識
、
き
砿
ね
て
叩
く
御

礼
申
し
ｔ
げ
ま
す
。
な
お
、
水

肥
念
嚇
災
の
期
限
は
昭
馴
弱
年

３
川
訓
Ⅱ
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
な
に
と
ぞ
一
岬
の
ご
商
配

を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
噸
い
申

し
ｋ
げ
ま
す
。
雌
終
的
な
決
算

鞭
併
、
と
く
に
学
術
振
興
堆
金

の
脈
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次

叶
会
報
に
て
ご
鞭
杵
で
き
る
予

定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
幹
堺
代
表
・
新
家
純
）

河
南
並
暗
岸
本
石
根

北
野
成
彦
山
城
豊
夫

坂
井
一
郎
関
泰
男

多
方
正
信
商
出
三
郎

津
川
佳
久
弥
畑
中
陽
次

毛
利
敏
治
中
沢
啓
一

⑮
古
橋
鯉
内
山
隆
明

神
田
聡
岸
田
安
弘

木
下
勝
古
河
崎
正
昭

関
灘
重
一
田
中
智

田
淵
鎧
朗
中
尾
重
保

長
沢
弘
野
田
真
良

藤
岡
道
堀
宏
行

堀
口
功
前
出
義
人

安
井
秀
夫
⑯
足
立
隆
昭

位
飼
孝
明
井
上
博
明

小
田
垣
博
三
金
川
成
雄

東
川
義
久
小
林
征
夫

近
藤
博
美
酒
井
修

竹
中
祥
倶
土
井
郁
夫

永
田
健
二
及
瀧
資
也

松
本
浩
水
谷
利
治

山
内
傭
吉
川
徹

⑰
芦
田
昌
保
井
関
五
郎

長
剛
岡
山
光
雄

岸
谷
靖
雄
古
家
正
敏

小
山
美
幸
田
中
英
夫

新
保
幸
範
竹
内
正

西
谷
延
彦
長
谷
崎
真
弘

宮
崎
直
道
森
本
明
義

保
田
茂
山
崎
敏
雄

山
田
孝
義
山
本
勝
一

和
久
克
明
⑯
田
中
光
夫

円
増
肇
大
谷
周

大
谷
忠
敬
栗
崎
康
徳

小
林
豊
政
清
水
義
生

津
川
兵
衛
畑
中
康

樋
口
進
二
福
井
正
樹

藤
田
富
夫
宮
崎
秀
紀

室
田
行
雄
脇
尾
忠
久

⑲
上
田
昭
彦
岡
本
康
義

小
林
尚
武
広
島
豊
彦

藤
池
昭
之
藤
田
豊
英

松
浦
幸
夫
山
下
安
博

山
本
博
昭
⑪
荒
木
斉

池
田
吉
一
植
杉
次
郎

魚
本
畜
郎
大
田
征
六

奥
原
茂
斉
藤
長
生

竹
内
真
嗣
内
藤
親
彦

永
吉
照
人
西
出
清
数

平
山
敞
藤
本
和
男

増
田
康
雄
村
本
充
正

山
本
将
⑳
浅
田
武
典

宇
杉
興
一
大
賀
三
郎

加
藤
一
人
置
塩
康
之

岸
本
正
紀
黒
田
礼
文

後
藤
孝
雄
芝
田
正
一

菅
原
政
芳
北
畠
規
正

西
田
隆
昌
萩
原
誠
二

幡
野
尹
信
細
田
昭
男

西
川
澄
原

、
池
田
健
三
大
場

岡
本
消
嗣
鹿
島

柏
木
知
小
池

斉
藤
允
己
佐
藤

高
瀬
孝
三
辰
己

岡
田
立
根
田
中

西
野
治
彦
西
山

前
川
匡
宏
児
玉

④
有
元
達
知
大
西

清
田
直
樹
高
橋

富
田
希
一
郎
中
西

灘
泰
宏
西
松

平
沢
昭
男
山
本

⑳
石
井
敏
弘
岡
田

海
山
家
隆
小
林

神
沢
毅
菅
井

関
山
太
田
中

佃
和
民
土
塵

原
宏
原
田

堀
内
久
満
前
田

三
輪
悦
夫
森
下

⑮
伊
藤
直
明
後
藤

小
林
央
往
塩
飽

柴
田
一
竹
崎

柴
田
あ
ぐ
に
中
前

古
川
隆
松
尾

竹
崎
広
子
⑳
阿
部

阪
上
敏
行
‐
寺
井

野
村
泰
夫
橋
本

振
角
和
彦
⑳
金
月

久
保
雄
之
介
野
呂

⑳
伊
藤
一
幸
西
出

古
谷
活
也
⑲
岩
崎

奥
野
向
志
糟
野

田
中
康
春
土
井

⑳
岡
本
潤
一
秦

山
平
富
弘
渡
辺

⑳
天
野
英
子
大
野

根
来
贋
二
藤
波

藤
本
敏
信
堀

森
野
光
生
⑫
浦
信

瀬
岡
嘉
隆
高
谷

西
村
英
子
信
岡

橋
本
敏
之
吉
川

③
江
川
宣
伸
小
林

佐
々
木
彰
高
砂

寺
岡
茂
喜
古
田

増
井
克
至
村
本

百
田
祐
子
森
川

吉
田
健
一
⑭
宇
野

大
井
弘
子
大
浦

大
辻
純
一
坂
本

坪
井
晶
子
中
井

薮
内
和
男
山
本

（
植
物
防
疫
学
科
）

、
青
木
和
年
井
口

小
川
長
利
桂

岸
野
正
司
岡
田

白
石
裕
久
長
尾

秀清稔
之隆郎剛

正正正優隆純正哲寿正 信照秀正高猛一純高隆宗幸 弘弘栄 博尚是 正浩文隆洋暗国情義武安信秀章幸瑞 正平義
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村
田
賢
二
山
田
界

⑭
入
江
和
己
入
江
克
美

兼
田
喜
明
田
中
康
刈

土
師
利
和
原
忠
彦

矢
田
冊
山
口
隆
右

山
田
保
⑮
石
川
英
之

河
野
哲
今
田
準

古
川
治
郎
松
田
哲
二

湧
口
康
二
⑳
市
原
正
文

小
野
由
述
森
脇
信
雄

山
本
隆
士
⑰
池
田
紺

加
藤
章
小
寺
忠
史

後
藤
統
一
竹
本
雅
之

中
尾
孝
人
中
村
幸
雄

尾
藤
博
通
古
川
渦

⑳
北
村
秀
教
東
村
元
行

、
小
野
腿
⑩
田
村
明

中
川
仁
増
田
知
子

森
川
あ
け
ね
山
田
影
路

⑳
稲
岡
正
信
植
島
基
雄

⑫
足
立
礎
進
滕
博
美

牧
野
輝
彦
⑱
井
上
央

上
原
由
子
中
谷
和
生

藤
田
英
之
丸
橋
温

間
脇
正
博
⑭
大
西
安
文

（
農
業
生
産
工
学
科
）

⑳
石
浜
英
板
井
丈
夫

伊
藤
勝
岩
本
陸
生

大
垣
秀
和
奥
田
博
司

一
見
光
男
菊
池
秀
城

羽
野
明
範
古
田
守

松
井
功
松
下
親
之

⑭
梅
本
揃
菊
田
旭
宏

木
村
逸
郎
鈴
木
道
夫

常
友
永
市
宮
石
進
介

⑮
岡
村
佳
高
中
嶋
莞
爾

⑮
石
塚
裕
一
内
田
敏
一

久
保
田
典
太
郎
⑳
小
谷
広
通

小
前
隆
美
西
浦
秀
一

古
市
恵
三
脇
田
幸
重

⑳
荒
金
章
次
千
田
重
雄

豊
田
信
磁
山
木
和
人

⑲
猪
之
奥
康
治
楓
定
晴

川
口
通
伸
畑
中
勝
行

山
田
充
山
本
章
裕

⑩
安
部
章
正
瀧
川
明
信

⑳
伊
吹
俊
彦
上
村
喜
一

妻
谷
彰
彦
西
川
光
幸

②
荒
木
裕
二
菅
原
輝
彦

疋
嶋
啓
作
星
野
益
三

山
田
博
志
花
田
力

③
大
西
康
弘
関
隆
一
郎

服
部
節
三
山
田
久
也

（
農
芸
化
学
科
）
．

⑳
東
順
三
今
村
文
郎

久
下
平
小
林
一
盛

小
口
匠
生
坂
本
圭
佑

田
中
平
義
野
々
口
稗
隆

山
本
治
横
田
耕
一

和
田
茂
樹
⑳
河
北
明’

河
村
値
徳
河
南
恒

貸
出
正
義
久
保
一
兵

酒
井
重
男
真
銅
恒
一

中
川
敏
能
宗
康
夫

信
西
滴
人
古
川
淳

正
井
博
之
山
内
治
雄

⑲
小
田
和
正
久
保
田
昭
正

公
文
啓
雄
是
枝
哲
士

西
垣
伸
夫
橋
和
夫

前
田
直
彦
児
島
初
男

衣
笠
大
吉
橋
谷
莪
人

⑩
雀
達
忠
良
相
川
治
昭

稲
川
千
秋
片
岡
弘
男

片
瀬
正
之
岸
本
功

黒
田
隆
雄
久
下
繊
彦

小
林
明
阪
本
正
子

佐
伯
敬
道
谷
口
幸
隆

谷
口
耕
三
谷
田
嘉
久
男

玉
川
祐
光
土
井
久
司

船
木
宗
昌
長
澤
繁

幣
洋
明
松
岡
洋
治

⑫
井
関
徹
三
奥
田
幸
康

谷
垣
悟
木
村
康
一

清
原
利
文
小
山
禎
彦

後
藤
弘
志
阪
本
多
門

桜
井
宏
一
新
家
龍

中
原
次
郎
千
葉
泰
弘

福
井
康
夫
藤
井
聡

松
原
正
明
吉
岡
邦
明

③
芦
田
敏
男
勝
本
克
彦

来
村
瞭
広
木
下
顕

久
米
威
三
郎
小
林
義
夫

桜
井
勝
夫
渋
谷
直
唯

谷
口
正
昭
玉
森
忠
顕

辻
春
雄
夏
見
俊
彦

安
福
弘
明
三
浦
樹
紀

吉
田
泰
男
吉
田
善
彦

⑭
井
上
博
文
勝
川
実

河
南
彰
金
森
邦
夫

岸
田
忠
昭
北
山
範
夫

吉
瀬
徹
也
小
倉
実

小
林
俊
彦
酒
井
進

田
附
康
彦
豊
田
正
也

富
士
大
高
司
前
川
洋
一

前
田
昌
彦
山
本
正
義

⑮
大
倉
正
也
鎌
谷
勲

坂
上
經
高
谷
和
男

武
山
昇
谷
口
次
男

西
川
元
介
波
部
浩

林
宏
昌
福
田
久

藤
本
孝
順
森
竹
利
夫

矢
持
四
郎
⑯
石
橋
次
男

入
江
義
人
上
中
茂
義

永
並
明
岡
谷
伸
治

喜
多
八
州
男
坂
本
昭
夫

正
源
寺
正
義
巽
祐
一

田
中
光
夫
団
野
源
一
・

土
田
広
信
長
沢
園
司

細
見
淳
堀
本
繁
信

前
川
文
男
山
田
隆

山
本
篤
行
政
定
夫

渡
辺
進
⑱
稲
山
和
之

井
上
治
彦
梅
谷
邦
彦

大
杉
腿
弘
岡
松
修
身

小
野
豊
二
岸
原
士
郎

谷
口
良
弘
辻
洋
一
郎

出
口
厚
生
寺
岡
雄
司

中
田
昌
信
長
岡
俊
明

西
浦
隆
司
波
多
野
敬
二

福
井
伸
宏
藤
出
儀
信

前
川
季
義
森
孝
夫

安
川
章
山
村
春
夫

⑯
足
立
収
生
伊
藤
清

江
田
扶
介
大
村
抵
夫

小
原
真
也
神
部
昌
彦

木
村
宇
一
郎
衣
笠
餓
吾

楠
本
義
雄
志
賀
元
信

出
中
正
一
坪
内
宏

藤
崎
正
時
桝
谷
滋

三
宅
威
一
三
木
健

森
友
彦
森
博
章

山
内
惇
一
山
根
敏
英

⑲
上
村
啓
江
上
富
士
雄

王
子
善
消
荻
野
仁
志

角
田
洋
木
村
一
彦

賀
川
知
彦
柴
野
隆
也

清
水
希
彦
新
藤
充
宏

高
井
崇
博
辻
啓
介

楢
本
勲
畑
克
守

東
野
和
夫
本
郷
主
税

森
鼻
久
山
田
敦
夫

米
田
耕
作
⑳
芦
田
賢
一

伊
藤
武
秀
内
田
順
博

宇
仁
龍
彦
大
谷
良
逸

岡
本
浩
之
岡
本
吉
司

垣
本
建
一
片
岡
一
博

金
井
寛
阪
本
薫

高
橋
竹
彦
高
橋
弘
剛

武
本
要
人
民
田
義
弘

中
村
好
秀
西
釈
英
章

林
良
純
松
浦
捷
二

松
原
功
⑳
岡
野
康
之

青
山
洋
石
井
康
雄

岡
本
晃
垣
内
鉄
平

上
月
延
介
新
納
功
一

高
木
槙
夫
高
見
知
之

谷
口
良
平
団
野
定
次

畑
中
弥
寿
彦
肥
田
修
二

福
西
洋
幸
山
口
芳
和

矢
野
泰
臣
渡
辺
和
彦

⑫
大
野
博
行
岡
本
靖
弘

加
藤
進
弘
櫛
部
孝
二

久
保
繁
幸
田
頭
康
弘

多
志
満
弘
夫
西
川
勝
美

服
藤
峻
松
下
．
輝
雄

脇
内
成
昭
⑳
上
垣
豊

勝
矢
泰
夫
副
田
真
佐
雄

竹
川
龍
中
村
修

中
村
親
長
手
尊
俊

西
海
秀
作
長
谷
川
信
弘

花
本
秀
生
福
井
正
憲

松
村
正
信
山
下
市
二

山
本
和
博
⑭
赤
松
幹
雄

浅
野
正
志
有
本
敏
之

小
原
良
明
片
山
一

北
原
修
直
原
俊
策

中
村
真
理
子
徳
広
正
道

長
沢
藤
延
平
谷
善
彦

平
野
克
彦
藤
田
正
邦

松
島
勝
嘉
松
田
修
幸

山
北
太
郎
山
本
隆
三

峻
山
裕
子
谷
口
正
浩

⑲
石
賀
暢
一
志
水
伸
一

田
中
伸
忠
岩
村
真
理
世

中
村
伸
次
大
久
保
秀
郎

長
谷
川
明
彦
深
谷
吉
則

藤
田
剛
前
泉
暁
子

水
田
次
士
横
山
哲
夫

吉
野
洋
正
劉
増
英

⑳
萱
村
耕
造
小
出
道
夫

佐
野
明
男
鈴
木
貴
博

高
木
良
雄
漏
留
信
晴

山
田
純
一
郎
⑳
上
山
維
介

内
海
研
二
武
正
興

田
面
輝
雄
林
信
平

田
中
久
直
⑳
生
本
武

稲
本
夫
美
雄
川
崎
洋
一

増
田
昇
、
安
藤
恒
広

馬
田
貞
夫
金
子
修
至

名
畑
康
子
岡
田
邦
裕

宮
田
秀
平
川
崎
え
り
子

⑩
伊
藤
渡
杵
築
穂
子

杉
本
敏
男
中
野
満

中
村
洋
輔
南
森
隆
司

森
島
良
江
⑩
大
隅
一
裕

清
水
真
人
仙
木
伸
介

工
義
尚
田
中
元
三

田
中
輝
樹
丹
波
博
之

牧
野
純
子
横
山
幹
雄

⑫
市
川
聡
大
林
宏
昭

川
本
茂
雄
小
西
哲
雄

玉
村
芳
隆
中
田
和
博

西
田
光
孝
宮
本
多
恵
子

村
上
泰
民
森
口
晃
子

⑳
新
井
佐
知
子
岩
崎
敬
子

植
村
勲
小
林
良
次

阪
口
昇
仲
修

南
院
美
栄
子
西
村
公
雄

松
岡
陽
一
⑭
梅
渓
巖

（
畜
産
学
科
）

⑩
牧
野
信
彦
⑩
金
藤
祐
輔

竹
下
完
都
筑
良
武

仲
井
啓
郎
西
上
純
弥

藤
中
勤
柳
田
昌
三

和
田
善
博
⑫
進
藤
恭

杉
本
金
吾
寺
本
章

中
島
英
夫
池
上
良
一

⑲
大
神
弘
西
浦
宏

氷
上
雄
三
広
岡
瑞
一
郎

森
部
至
博
⑭
荻
野
充
畔

竹
沢
義
明
高
田
彰
宏

永
原
茂
夫
馬
場
談
治

藤
尾
芳
久
⑮
井
上
照
朗

岡
本
圭
司
小
林
皖
二

小
松
基
宏
杉
田
正
見

松
尾
佳
彦
⑯
青
木
久
雄

大
森
祥
男
杉
原
一
三

武
田
和
雄
前
坂
正

三
木
啓
造
村
尾
久
隆

米
山
忠
⑰
坂
野
恵
造

桜
井
誠
次
郎
住
田
昭
男

塚
元
晴
彦
中
井
勉

中
村
康
仁
藤
憲
征

東
元
治
也
藤
井
明
雄

別
府
昭
彦
松
浦
祥
二

⑯
岡
沢
秀
晃
河
南
保
幸

久
保
善
信
小
林
弘
宣

酒
井
一
清
水
克
彦

中
浜
光
生
逸
見
真
二

渡
辺
大
⑲
大
西
正
登

辻
荘
一
常
深
邦
晃

無
赴
林
尭
⑳
岡
正
路

生
永
治
彦
冨
山
忠
昭

番
匠
宏
行
宝
山
大
喜

盛
谷
浩
⑳
厚
海
宏

井
上
勝
博
大
木
信
夫

渋
谷
徹
隅
田
啓
介

中
井
公
明
西
村
義
孝

山
内
隆
司
、
井
上
晄
一

金
野
省
三
久
下
豊
光

坂
井
田
智
治
友
金
弘

信
岡
正
登
吉
田
穣
治

和
田
信
行
⑳
松
下
士
郎

加
舎
和
子
小
林
義
武

谷
口
正
夫
半
沢
幸
一
郎

鷹
尾
歌
之
介
細
見
充
史

三
浦
隆
治
⑭
岩
佐
貞
夫

大
喜
多
健
彦
下
問
洸
次

大
槻
庄
右
衛
門
小
畑
太
郎

坂
戸
一
郎
笹
尾
民
夫

杉
本
善
美
千
崎
佑
二

出
崎
泰
二
郎
臘
本
睦
雄

本
城
武
久
三
浦
俊
六

⑮
上
林
良
之
中
村
直
彦

⑯
大
久
保
貞
裕
片
岡
泰

立
花
孝
二
得
丸
粁
士

中
西
雄
二
橋
本
徳
人

⑳
井
下
祥
子
黒
川
直
行

武
藤
洋
子
鵺
身
俊
郎

真
野
文
夫
⑳
青
木
等

津
制
親
夫
⑲
伊
膝
尚
夫

北
井
和
久
崎
泰
治

住
友
価
和
蔚
兄
咲
雄

門
田
忠
剛
⑩
河
合
基
昭

西
出
裕
史
三
並
良
彦

⑳
内
川
武
近
江
昭
治

中
西
照
明
橋
本
宏
之

藤
井
良
三
山
尾
守
雄

⑫
川
戸
浅
和
執
行
清
川

中
川
和
彦
野
口
教
子

湯
浅
利
彦
③
上
村
実
技
子

藤
本
伸
一
松
本
窓
棚

吉
田
孝
慶
⑭
占
部
昌
弘

拙
山
弘
一
佐
野
敏
雄

鶴
田
茂
山
口
哲
二

山
本
博
志
吉
川
一
般

（
大
学
院
・
農
学
研
究
科
）

⑲
晶
隙
作
夫
榊
原
道
稚

田
中
俊
川
崎
耕
治

石
橋
真
治
中
野
城

⑩
柳
芳
和
立
花
，
茂
雄

中
村
俊
博
⑳
大
山
純
一

小
倉
周
二
廣
瀬
桝
夫

和
田
治
郎
⑫
井
口
郁
夫

北
村
和
徳
国
見
祐
治

三
十
尾
修
刈
⑳
海
津
隆
政

垣
内
利
仁
蔭
山
節
雄

宗
林
正
永
井
耕
介

⑭
渋
谷
一
郎

（
鶴
陵
会
）

⑳
切
批
武
代
刑
小
林
勝

三
浦
晋
時
安
秀
延

長
尾
嘉
彦
中
村
紀
郎

帳
本
良
一
山
田
耕
作

草
川
貞
良
幸
長
勝
実

⑳
安
達
幹
夫
五
百
住
櫃

大
内
栄
治
谷
口
雷
太
郎

高
畠
末
暢
中
島
一
三

松
下
房
雄
宗
平
長
城

山
本
勇
雄
横
山
稚
臣

横
田
幸
治
米
沢
一
幸

横
谷
幹
塩
崎
真
一
郎

苗
村
司
郎
山
中
芳
郎

長
井
好
明
⑩
大
西
成
巳

諏
肪
義
昭
衙
橋
勝
洋

溝
端
隆
藤
田
斉

南
弘
菊
元
督
一

柘
植
利
正
⑩
池
出
千
晴

大
田
清
重
丸
山
幸
男

谷
口
恢
吾
前
津
栄
位

増
岡
昭
博
西
川
登
美
夫

矢
崎
汎
美
⑫
玉
谷
一
幸

中
尾
剛
岡
田
好
治

向
山
勇
石
本
敏
郎

植
田
早
苗
太
田
倉
雄

笠
山
昭
南
条
巌

引
田
博
福
田
耕
治

財
田
棉
雄

※
掲
載
順
序
は
名
簿
の
記
載

順
に
よ
る
。

※
白
ぬ
き
数
字
は
卒
業
年
次

※
現
教
官
で
正
会
員
は
各
卒

業
年
次
に
記
載

※
現
在
な
お
醸
金
受
付
中
で

す
。
未
だ
醜
金
さ
れ
て
な
い

方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
（
２
頁
下
段
参
照
）

一
醗
金
者
御
芳
名
録
一
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昨
年
Ⅱ
月
農
場
及
に
枕
任
し
、

約
如
加
の
広
大
な
農
場
を
目

の
あ
た
り
に
し
た
時
、
三
十
年

前
、
作
業
貝
の
人
と
共
に
、
交
代

で
一
晩
中
篠
岡
の
山
の
中
で
、

“
猪
追
い
“
を
し
、
翌
日
木
之
部

農
場
ま
で
学
生
紺
芯
と
共
に
、

水
田
実
習
に
あ
る
い
た
若
い
時

代
の
苦
し
か
っ
た
日
々
が
、
懐

し
く
思
い
か
え
さ
れ
た
も
の
で

す
。

本
学
附
偶
農
場
は
、
昭
和
二

十
四
年
、
前
身
の
兵
服
農
科
大

学
附
鵬
農
場
と
し
て
、
篠
山
町

那
家
に
３
加
を
、
続
い
て
同
二

十
八
年
初
め
に
西
紀
町
木
之
部

に
約
ｌ
加
を
買
収
し
発
足
し
ま

し
た
。
更
に
二
十
六
年
に
は
雌

岡
の
山
林
皿
加
を
買
収
し
、
教

職
側
も
十
八
名
と
な
り
、
附
鵬

農
場
本
来
の
目
的
で
あ
る
学
生

の
実
糾
お
よ
び
生
産
体
制
も
軌

道
に
の
り
ま
し
た
。
こ
の
草
創

期
、
初
代
松
尼
場
長
を
始
め
関

係
台
の
苦
労
は
大
変
な
も
の
で

あ
っ
た
様
で
す
。
間
場
終
備
な

ど
の
お
く
れ
で
、
何
二
十
六
年

よ
り
農
嶋
実
稗
が
始
め
ら
れ
た

こ
と
が
、
こ
の
間
の
艦
労
を
良

く
表
わ
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
同
三
十
二
年
ま
で
は
、

単
位
の
違
い
は
あ
っ
た
が
、
医

進
課
程
を
含
め
た
全
学
生
に
実

習
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
三
十
二
年
、
県
立
農
業
短

期
大
学
の
廃
止
に
と
も
な
い
、

そ
の
施
設
全
体
が
本
学
に
移
管

さ
れ
、
新
し
く
加
古
川
農
場
、

約
加
加
、
と
し
て
発
足
し
ま
し

た
。
篠
山
農
場
が
水
出
作
、
畑

作
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
加
古

川
農
場
の
主
体
が
、
果
樹
生
産

で
あ
っ
た
の
で
、
農
場
実
習
は
、

よ
り
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。
更
に
昭
馴
三
十
丘

年
、
山
麓
傾
斜
地
利
用
に
よ
る

畜
産
の
総
合
的
な
研
究
と
、
技

術
指
導
を
Ⅱ
的
と
し
て
、
今
川

町
木
津
に
、
伽
の
附
脳
牧
場
が

開
股
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
帯
産
学
科
の
学
生
は
、
基

礎
的
技
術
の
修
得
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
年
二
月
・
千
一
日
、

典
叩
農
科
大
学
が
国
立
移
管
さ

れ
、
こ
れ
に
と
も
な
い
、
昭
判

川
十
二
年
六
月
一
日
、
兵
脈
農

科
大
学
当
畔
の
附
帆
篠
山
農
場
、

仙
鞭
で
学
部
削
立
・
苫
卜
肘
年

肥
念
伽
堆
の
一
つ
と
し
て
紀
念

械
樹
が
計
画
さ
れ
、
そ
の
堺
雛
を

小
生
が
分
机
す
る
伽
と
几
椒
堆

案
を
述
べ
た
。
そ
の
後
約
几
ヶ

Ⅱ
間
食
い
摘
兄
姉
か
ら
の
御
提

案
を
げ
ち
、
一
九
八
じ
年
単
几

川
生
阪
ｋ
安
利
氏
と
一
九
六
六

年
単
十
叫
川
生
岸
本
正
紀
氏
よ

り
二
案
を
僻
た
。
そ
の
間
挙
祁

実
行
委
興
会
で
学
内
罪
金
限
度

寡
を
検
袖
し
、
植
樹
に
は
伐
川

を
か
け
ら
れ
な
い
事
に
な
っ
た
。

伐
川
を
零
近
く
に
抑
え
て
、

半
、
水
久
的
に
成
長
し
続
け
る
植

樹
を
有
意
義
に
実
行
す
る
こ
と

の
附
雛
性
を
兄
越
し
、
舸
記
両

氏
に
絶
大
な
御
協
力
を
要
柵
し

た
。

二
案
を
種
々
検
肘
の
結
果
、

岸
本
氏
の
御
提
案
を
採
り
樹
樋

を
マ
テ
バ
シ
イ
と
決
定
し
た
。

そ
の
第
一
の
理
由
は
農
業
と

の
関
連
が
深
い
事
で
あ
る
。
先

記
念
植
樹

『
マ
テ
バ
シ
イ
』

現
農
期
の
規
模
は
、
約
㈹
畑
、

う
ち
水
田
９
加
、
畑
７
伽
、
飼

料
畑
３
伽
、
採
軍
放
牧
地
６
伽
、

果
樹
側
４
加
で
あ
り
、
教
官
６

名
、
事
務
官
５
名
、
作
業
幽
窃

附
鵬
加
古
川
農
賜
お
よ
び
附

今
出
牧
場
が
、
現
在
の
加
西

鵜
野
地
区
に
統
合
さ
れ
、
神

大
学
農
学
部
附
脇
農
場
と
し

発
足
い
た
し
ま
し
た
。

づ
拡
肌
僻
農
地
の
防
風
林
材
と

し
て
関
Ⅱ
本
地
域
腫
多
く
械
縦

さ
れ
、
そ
の
付
は
椎
よ
り
強
く

嫌
・
鍬
の
柄
な
ど
農
冊
典
の
本

部
川
材
に
使
わ
れ
る
。
そ
の
柵

子
は
椎
よ
り
大
き
く
食
川
に
供

さ
れ
る
。
餅
炭
材
と
し
て
も
優

れ
て
い
る
。

次
腱
現
挫
学
部
キ
ャ
ン
バ
ス

に
一
本
も
な
い
躯
、
第
・
→
Ｅ
庭

則
樹
に
で
き
る
伽
、
輔
川
に
人

手
し
易
い
事
涼
が
あ
げ
ら
れ
る
。

マ
テ
バ
シ
ィ
は
「
件
て
ぱ
帷

に
な
る
」
意
味
を
持
ち
、
ア
ス

ナ
ロ
側
様
に
将
来
へ
の
希
離
を

表
わ
し
て
い
る
。
ブ
ナ
科
の
常

緑
跨
木
で
雌
俗
と
も
関
係
深
く

正
月
用
の
箸
に
も
使
わ
れ
る
。

樹
は
岸
本
氏
（
株
式
会
社
寿

楽
間
）
よ
り
六
篠
会
が
寄
噸
を

受
け
た
。
株
立
十
二
本
、
樹
幅

二
米
、
樹
高
三
米
、
樹
令
十
年

の
一
株
と
、
標
拙
柱
（
三
寸
角

一
米
）
も
寄
州
を
受
け
、
場
所

＝学部紹介＝

附属農場

農場長 水野進
て戸市鵬

学
科
、
畜
産
学
科
の
学
生
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

神
戸
大
学
の
附
偶
農
場
と
し

て
発
足
以
来
、
す
で
に
十
数
年

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

農
雅
部
刺
立
卯
肘
年
の
記
念

行
心
の
メ
イ
ン
エ
ベ
ン
ト
の
一

つ
で
あ
る
農
学
部
・
六
磯
会
共

催
の
祝
蹴
間
遊
会
は
「
式
典
」

と
「
植
樹
」
の
終
ｒ
後
、
神
火

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
吃
時
加
分
よ
り
開
か
れ
た
。

会
場
に
充
て
ら
れ
た
研
究
棟
南

庭
は
、
約
四
二
○
名
（
内
訳
は
、

六
篠
会
関
係
二
丘
三
名
、
農
学

部
州
作
者
八
丘
名
、
農
学
部
紋

職
員
約
七
○
名
）
の
参
加
者
で

溢
れ
た
。

こ
の
会
は
川
会
殿
で
報
告
さ

れ
た
よ
う
に
、
学
部
実
行
姿
仙

名
に
よ
り
管
理
運
営
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
農
場
実
習
お
よ
び

牧
場
実
習
は
、
農
場
宿
泊
実
習

を
主
体
と
し
て
、
間
芸
農
学
科
、

植
物
防
疫
学
科
、
農
業
生
産
工

を
増
築
学
待
の
北
西
コ
ー
ナ
ー

に
遊
ん
だ
。

几
川
卜
九
Ⅱ
淵
Ⅱ
は
、
式
典

０
１
．
、
〆

盛
況
だ
っ
た
園
遊
会

《
附
属
農
場
本
館
〉

と
げ
て
き
ま
し
た
。
然
し
、
そ

の
緋
嫌
で
稲
刈
り
を
し
た
昨
代

に
は
、
ｆ
想
も
し
な
か
っ
た
農

災
附
務
の
変
化
が
到
来
し
、
減

反
政
策
は
今
後
益
々
椎
ま
る
こ

そ
の
間
朧
代
場
長
を
始
め
、
場

貝
の
努
力
に
よ
り
、
農
場
生
瀧

物
収
人
郁
も
、
昭
和
四
十
・
一
一
年

の
四
百
万
円
か
ら
昨
年
度
に
は

三
千
万
円
と
、
順
調
な
発
展
を

会
か
ら
近
膿
・
凹
羅
向
教
授
が
、

Ｌ
ハ
篠
会
か
ら
束
・
峨
圷
の
川
名

が
協
刷
し
て
扣
当
し
、
こ
こ
に

実
現
の
班
び
に
な
っ
た
わ
け
で

あ
る
が
、
実
行
に
際
し
て
は
一

学
部
堺
荷
当
肋
と
の
緊
密
な
連

鵬
が
も
た
れ
た
の
で
あ
る
。

無
碕
焚
の
川
会
で
始
っ
た
会

は
次
の
よ
う
に
進
行
し
た
。
一

一
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

神
火
グ
リ
ー
ク
ラ
プ

ー
、
開
会
の
辞

柵
原
平
義
農
学
部
事
総
長

一
、
挨
拶

河
本
正
彦
農
学
部
長

終
ｊ
後
、
祝
宴
伽
に
全
参
加
省

の
兄
守
る
中
、
小
生
が
経
緯
慨

甥
を
羅
門
し
、
典
庫
県
知
那
代

即
肌
陳
俊
虻
総
勝
部
災
・
神
戸

巾
及
代
即
松
炸
修
農
政
吋
及
・

束
郁
大
吸
水
慶
一
農
鞍
部
蛙
・

神
・
川
人
蝋
Ⅲ
張
及
・
川
本
鞍
部

蛙
の
几
氏
に
紅
ｎ
．
ン
ヨ
ベ
ル
で

鼬
念
械
樹
を
お
加
い
し
た
。

凡

ｊ
Ｆ
師
‐

と
で
し
ょ
う
。
ま
た
雌
近
の
石

油
危
機
に
と
も
な
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
有
効
利
用
も
、
社
会
問
題

と
し
て
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
情
勢
下

で
、
農
場
も
大
き
く
変
貌
し
よ

う
と
し
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

幸
い
、
今
年
度
よ
り
大
学
院
自

然
科
学
総
合
研
究
科
が
発
足
し

ま
し
た
。
農
学
部
の
み
で
な
く
、

工
学
部
、
理
学
部
の
協
力
、
相

互
の
』
父
流
に
よ
り
、
天
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
を
、
実
際

化
し
よ
う
と
す
る
計
画
が
こ
れ

で
、
本
年
腱
メ
タ
ン
ガ
ス
の
発

生
装
捉
没
脱
、
更
に
明
年
度
は

太
陽
熱
利
川
に
よ
る
温
室
投
立

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
い

将
来
、
天
然
エ
、
不
ル
ギ
ー
の
総

合
研
究
施
段
投
立
を
Ｈ
的
と
し

て
い
ま
す
。
明
年
二
Ｈ
に
は
新

し
く
術
抽
施
投
も
完
成
し
ま
す
。

新
し
い
敬
育
実
践
の
場
と
し
、

ま
た
研
究
の
場
と
し
て
役
立
て

る
様
考
え
て
い
ま
す
。

雌
後
に
六
篠
会
の
一
吋
の
発

腰
と
会
い
の
皆
様
の
御
多
幸
を

お
祈
り
し
ま
す
。

そ
の
後
犬
礁
会
よ
り
学
部
へ

が
叩
し
、
巡
送
・
伽
〃
・
拝
土

・
支
柱
詳
杵
Ｆ
の
維
岱
を
挙
部

よ
り
支
出
し
た
。
一
興
脈
Ⅱ
か

ん
水
し
、
・
・
・
ヶ
川
余
を
総
て
よ

う
や
く
柵
杵
し
た
よ
う
で
緑
濃

く
育
っ
て
い
る
。
川
Ⅱ
に
向
っ

て
尺
尚
く
成
股
し
続
け
る
こ
と

を
析
る
。
へ
行
川
陽
博
一

西
川
欣
一
六
篠
会
長

一
、
鏡
削
り

貝
原
俊
民
県
総
務
部
長

一
、
乾
杯

渡
辺
武
彦
府
大
農
学
部
長

一
、
来
賓
祝
辞

浜
田
秀
雄
名
誉
敬
授

麦
林
楢
太
郎
名
誉
教
授

一
、
合
唱

神
大
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

兵
庫
農
大
学
歌

神
大
学
生
歌
他

一
、
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ

有
志

一
、
デ
カ
ン
シ
ョ
・
歌
と
踊
り

竜

六
篠
会
報
前
号
で
お
知
ら
せ

し
た
通
り
、
原
版
の
搬
影
は
本

学
の
伊
雌
先
生
に
依
頼
し
た
。

先
生
は
六
刺
淀
術
協
会
々
ｕ
で

自
他
共
に
許
す
プ
ロ
級
の
腕
削

で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
苦
し

い
会
計
の
中
か
ら
依
願
す
る
も

の
に
と
っ
て
は
、
立
派
な
出
来

上
り
を
期
件
し
つ
、
も
、
何
と

も
歯
切
れ
の
悠
い
お
軸
い
で
は

あ
っ
た
。
幸
い
先
生
に
は
今
回

の
記
念
事
業
を
ご
理
解
下
き
り
、

全
く
の
実
伐
、
と
い
う
よ
り
は

奉
仕
に
近
い
形
で
終
始
ご
霊
力

い
た
畿
、
い
た
こ
と
を
披
露
し
感

謝
申
し
上
げ
た
い
。
例
え
ば
、

農
学
部
発
祥
の
地
、
磯
山
の
写

篠
山
町
デ
カ
ン
シ
ョ

保
仔
会

一
、
閉
会
の
辞

東
順
三
敬
授

当
日
は
こ
の
会
を
祝
柵
す
る

よ
う
な
好
天
に
忠
ま
れ
て
参
加

省
は
予
想
を
杵
Ｆ
ｋ
廻
っ
た
。

中
に
は
六
篠
会
い
同
芯
の
カ
ッ

プ
ル
が
ｎ
分
遠
の
子
供
を
連
れ

て
参
加
し
て
い
る
姿
も
兄
ら
れ

た
。
雨
天
の
蝪
合
や
参
加
荷
が

少
な
い
賜
合
な
ど
Ⅲ
Ⅱ
ま
で
の

心
配
が
全
く
の
杷
愛
に
終
り
、

会
場
に
特
股
さ
れ
た
峨
台
や
ス

タ
ン
ド
は
要
半
ば
に
し
て
店
じ

ま
い
と
な
る
艦
況
で
あ
っ
た
。

恩
師
と
卒
業
生
が
椰
然
と
し
て

久
淵
を
叙
し
た
り
、
紹
介
し
合

っ
た
り
、
獣
を
つ
く
し
て
い
る
の

が
あ
ち
こ
ち
に
見
う
け
ら
れ
た
。

こ
の
間
遊
会
は
典
庫
農
大
・

神
火
農
学
部
の
｝
千
才
を
祝
い
、

こ
の
間
お
世
話
に
な
っ
た
関
係

各
位
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
今
後
の
発
峻
を
祈
念
す

る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
開
か
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
六
篠

会
と
し
て
は
こ
れ
を
機
会
に
今

後
の
会
員
杣
互
（
兵
庫
農
火
ｌ

神
火
農
学
部
）
の
親
睦
を
は
か

る
こ
と
は
勿
論
、
本
会
を
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
先
哉
・
後
裁
が

協
力
し
合
〆
っ
て
発
腱
す
る
た
め

の
場
を
提
供
す
る
こ
と
も
大
き

な
目
的
の
一
つ
と
考
え
て
い
た

真
は
、
篠
山
で
泊
り
こ
ん
で
被

写
体
を
十
二
分
に
検
付
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
農
場
の

写
真
は
上
山
先
生
を
煩
わ
し
て

桃
の
佗
暎
く
頃
を
ね
ら
っ
た
も

の
で
あ
る
。
大
甲
キ
午
ン
パ
ス

の
鳥
観
削
と
農
雅
部
研
究
棟
か

ら
の
夜
胱
を
含
め
て
、
農
学
部

の
四
季
に
ふ
さ
わ
し
い
越
材
を

選
ん
で
い
た
だ
き
八
枚
組
と
な

っ
た
。

次
に
、
原
版
製
作
街
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
注
が
れ
た
の
は
、
カ

ラ
ー
印
刷
の
色
調
で
あ
っ
た
。

日
本
写
真
印
刷
㈱
の
技
術
者
に

何
Ｍ
と
な
く
注
文
を
つ
け
て
剛

ら
せ
た
だ
け
の
こ
と
は
あ
っ
て
、

の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い

て
兵
唯
農
大
学
牧
と
神
人
学
生

牧
が
神
人
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ

っ
て
介
咄
さ
れ
た
の
は
き
わ
め

て
象
徴
的
で
あ
っ
た
。
が
一
方
、

鶴
陵
会
関
係
の
人
進
の
参
加
が

殆
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
は
、
卒

堆
年
次
が
ド
る
に
つ
れ
て
参
加

荷
が
激
減
し
て
い
た
こ
と
と
共

に
大
げ
さ
に
。
●
●
．
、
え
ば
今
後
の
六

篠
会
の
椚
伽
″
針
と
も
か
か
わ

っ
て
く
る
よ
う
に
脅
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

デ
カ
ン
シ
ョ
保
存
会
の
出
塒

で
宴
は
爺
』
曲
潮
に
達
し
た
。
こ

の
欣
と
伽
で
篠
山
で
の
生
活
を

ま
ず
最
初
に
こ
の
度
の
写
真

集
製
作
に
当
っ
て
写
真
の
提
供

等
の
ご
協
力
を
下
さ
い
ま
し
た

皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
を

ま
す
。こ

の
写
真
集
は
釦
周
年
記
念

事
業
の
記
念
品
３
本
柱
の
一
つ

と
し
て
早
く
か
ら
計
画
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。
昭
和
弱
年
の
４

月
か
ら
は
実
務
段
階
に
入
り
、

当
初
の
予
定
で
は
８
月
に
編
集

弾
門
家
の
批
判
に
耐
え
う
る
色

調
と
の
話
を
耳
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
八
枚
組
を
収
め
る
封
筒

は
Ⅲ
野
先
生
の
ス
ケ
ッ
チ
を
レ

イ
ア
ウ
ト
し
た
も
の
で
あ
り
、

彼
の
隠
れ
た
才
能
に
鴬
い
て
い

る
人
が
多
い
。
一
″
部
を
印
刷

し
、
二
千
部
射
を
配
布
し
た
が
、

残
部
は
皆
様
の
大
い
な
る
ご
利

川
を
好
っ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

そ
の
光
ｋ
げ
金
は
六
篠
会
の
学

術
振
興
無
念
と
し
て
、
農
学
部

の
発
鵬
、
火
篠
会
活
岫
の
韮
金

と
な
る
わ
け
で
あ
り
、
ど
う
か

く
れ
ぐ
れ
も
お
間
ｔ
げ
の
程
二

部
・
・
一
○
○
円
）
を
よ
ろ
し
く
お

弧
い
し
ま
す
。
（
新
家
塊
）

な
つ
か
し
く
思
い
出
し
た
出
席

者
も
多
か
っ
た
符
で
あ
る
。

２
時
鋤
分
、
学
部
量
の
発
声

に
よ
る
万
歳
三
唱
、
つ
づ
い
て
東

救
援
の
川
会
の
峠
で
ｒ
定
通
り

お
開
き
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
、

燗
も
っ
て
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
た

刑
期
会
、
出
身
敬
宝
の
同
窓
会
、

ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
な
ど
の
二
次
会

に
出
席
し
た
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ

れ
の
出
身
教
室
で
恩
師
を
川
ん

だ
り
と
い
っ
た
行
蛎
が
続
い
た

の
で
あ
る
。
当
Ｈ
鋤
勝
の
関
係

で
こ
れ
ら
の
二
次
会
の
み
に
出

席
さ
れ
た
向
き
も
あ
る
と
聞
く
、

そ
れ
は
そ
れ
で
有
意
義
で
あ
っ

を
終
わ
り
、
吃
月
に
は
印
刷
に

入
る
よ
う
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

組
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
編
集
者
の
怠
慢
か

ら
原
版
の
収
集
が
皿
月
末
ま
で

か
か
り
、
弘
年
の
正
月
に
な
っ

て
レ
イ
ア
ウ
ト
、
編
集
に
悩
ま

さ
れ
る
と
い
っ
た
進
行
状
況
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
期
日

が
近
づ
い
て
初
め
て
腸
力
が
か

か
る
の
が
日
本
人
の
国
民
性
な

た
と
思
わ
れ
た
。
そ
の
日
の
神

・
脚
の
街
は
夜
半
ま
で
賑
わ
っ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。

間
遊
会
は
所
期
の
Ｈ
的
を
達

し
た
と
思
う
の
は
机
当
番
の
自

併
し
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

終
り
に
な
っ
た
が
こ
の
会
に
、

雛
酒
、
つ
ま
み
、
飲
物
、
デ
ザ

ー
ト
等
多
吐
に
寺
州
し
て
Ｆ
さ

っ
た
関
係
の
方
々
に
雁
く
御
礼

申
し
上
げ
る
。
ま
た
当
Ⅱ
出
席

し
て
会
を
嘘
り
上
げ
て
ド
さ
っ

た
会
仙
術
兇
姉
に
対
し
深
く
感

謝
す
る
。
（
滕
井
聡
）

の
で
し
ょ
う
か
、
最
終
的
に
は

５
月
上
旬
に
な
ん
と
か
完
成
を

み
る
に
到
っ
た
よ
う
な
次
第
で

す
。

今
改
め
て
写
真
集
の
ペ
ー
ジ

を
め
く
っ
て
み
ま
す
と
、
一
枚

一
枚
の
写
真
が
そ
の
時
代
を
反

映
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
「
大
学

は
で
た
け
れ
ど
」
と
い
う
プ
ラ

カ
ー
ド
を
先
頭
に
し
た
農
大
祭

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、

自
転
車
通
学
風
蓋
、
学
生
教
職

員
一
体
と
な
っ
た
間
遊
会
な
ど

神
大
卒
業
生
の
我
々
に
も
当
時

の
状
況
を
察
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
農
大
時
代
の
卒

業
生
に
は
神
大
関
係
の
写
真
が

現
代
学
生
気
質
を
知
る
好
材
料

と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

年
表
を
追
っ
て
み
ま
す
と
、

農
学
部
の
歩
み
は
決
し
て
平
坦

な
道
を
通
っ
て
き
た
と
は
言
え

な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
現
在
の
我
が
農

学
部
は
総
合
大
学
院
博
士
課
程

の
設
置
へ
と
菅
実
に
発
展
し
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
篠
山
で

芽
ぶ
き
、
神
戸
で
枝
葉
を
伸
ば

し
た
農
学
部
、
今
ま
さ
に
開
花

結
実
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
期

な
の
だ
と
い
う
気
が
し
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
三
十
尾
修
司
） 鰯 織蝿

』f
角
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こ
の
夏
の
七
月
下
旬
か
ら
八

月
中
旬
に
か
け
て
の
三
週
間
、

東
南
ア
ジ
ア
の
農
村
を
肋
ね
る

機
会
を
得
た
。
タ
イ
で
は
チ
ェ

ン
マ
ィ
巾
近
く
の
水
川
農
村
と

西
北
部
山
岳
氏
族
カ
ヤ
ン
族
の

村
を
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
ダ
バ

オ
市
周
辺
に
広
が
る
広
大
な
バ

ナ
ナ
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
肋

ね
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、

旅
行
の
目
的
は
マ
レ
ー
シ
ア
・

サ
ラ
ワ
ク
州
で
開
か
れ
た
農
業

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
に

あ
っ
た
た
め
、
旅
程
の
半
ば
近

く
を
サ
ラ
ワ
ク
滞
在
に
つ
い
や

し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
サ
ラ

ワ
ク
の
様
子
を
記
す
こ
と
に
し

た
い
。サ

ラ
ワ
ク
は
マ
レ
ー
シ
ア
本

土
か
ら
遠
く
離
れ
、
ボ
ル
ネ
オ

島
北
部
に
あ
り
、
南
シ
ナ
海
に

面
し
て
ほ
ぼ
赤
道
直
下
に
位
置

し
て
い
る
。
わ
が
国
の
士
の
面

積
を
も
ち
な
が
ら
人
口
は
わ
ず

か
百
万
人
で
あ
り
、
見
渡
す
か

ぎ
り
広
大
な
緑
の
原
始
林
が
横

た
わ
り
、
そ
の
間
を
太
古
の
姿

を
呈
し
た
河
が
、
茶
色
く
濁
っ

た
流
れ
を
蛇
行
さ
せ
て
い
る
。

空
か
ら
見
れ
ば
、
ま
る
で
森
と

河
の
国
の
よ
う
だ
。

わ
が
国
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と

の
少
な
い
地
域
だ
が
、
す
で
に

経
済
的
に
は
密
接
な
関
係
に
あ

り
、
石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
ほ
か
、
木

材
・
ゴ
ム
・
コ
シ
ョ
ウ
・
ヤ
シ

油
・
コ
コ
ナ
ッ
ツ
及
び
冷
凍
エ

ビ
な
ど
の
農
水
産
物
も
多
量
に

日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
一

方
、
サ
ラ
ワ
ク
の
中
心
的
な
都

市
ク
チ
ン
市
や
シ
プ
ー
市
に
は

日
本
製
の
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ

イ
が
道
路
に
溢
れ
、
化
学
調
味

料
や
ハ
ミ
ガ
キ
に
至
る
ま
で
様

々
な
日
本
製
品
が
森
の
奥
深
く

の
村
ま
で
普
及
し
て
い
る
。
わ

が
国
が
輸
出
で
莫
大
な
外
貨
を

獲
得
し
て
い
る
様
を
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

だ
が
、
こ
う
し
た
商
品
の
氾

濫
は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
共

通
し
て
、
日
本
と
現
地
の
人
と

の
間
に
大
き
な
畷
擦
を
生
ん
で

サ
ラ
ワ
ク
の
農
村
を
訪
ね
て

備
も
強
く
望
ま
れ
て
い
た
。
実

際
、
河
の
下
流
の
水
田
農
村
で

は
、
雨
期
の
河
川
の
水
位
上
昇

に
よ
る
自
然
潅
概
で
水
稲
を
栽

培
す
る
だ
け
で
乾
期
は
土
地
は

遊
ん
で
い
る
。
と
い
っ
て
畑
作

を
す
る
に
は
湿
度
が
高
す
ぎ
、

結
局
、
乾
期
は
雑
草
の
繁
茂
を

許
す
だ
け
で
あ
る
。
熱
帯
の
太

陽
の
下
で
は
び
こ
る
雑
草
を
何

と
か
取
り
除
い
て
田
植
を
す
る

の
は
確
か
に
重
労
働
に
ち
が
い

な
い
。河

上
の
村
で
は
、
い
ま
だ
に

伝
統
的
な
焼
畑
農
業
が
続
け
ら

・
農
学
科
師
年
卒

農
業
経
営
学
教
室

い
る
。
今
夏
、
サ
ラ
ワ
ク
で
農

業
セ
ミ
ナ
ー
を
も
っ
た
の
も
、

過
去
の
肪
間
を
通
し
て
も
っ
と

棚
互
の
交
流
を
深
め
る
必
要
を

感
じ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

農
業
セ
ミ
ナ
ー
の
主
要
な
テ

ー
マ
は
「
日
本
農
業
の
発
峻
過

程
」
、
「
サ
ラ
ワ
ク
農
業
の
現
状

と
改
枠
策
」
、
「
消
賀
者
運
動
の

す
す
め
方
」
な
ど
で
あ
っ
た
が
、

農
家
の
人
達
の
州
で
は
、
と
り

わ
け
、
水
稲
や
陸
稲
の
生
産
力

向
上
と
除
草
作
業
な
ど
の
省
力

化
に
強
い
関
心
が
あ
っ
た
。
そ

の
ほ
か
、
僅
概
排
水
施
設
の
整

浄

‐

6

，

蕊《

戸

保
田
茂

易
な
こ
と
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

サ
ラ
ワ
ク
の
農
村
の
実
情
に

触
れ
、
ぱ
触
れ
る
ほ
ど
、
何
か

我
々
に
協
力
で
き
る
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
猟
感
す
る
の

で
あ
る
。
わ
が
農
学
部
の
今
後

の
課
題
の
一
つ
に
国
際
的
交
流

の
充
実
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

さ
い
わ
い
、
サ
ラ
ワ
ク
の
現
地

の
方
に
も
学
術
調
査
の
受
け
入

れ
の
可
能
性
も
あ
る
。
サ
ラ
ワ

ク
農
業
の
研
究
を
手
が
か
り
と

し
て
、
新
た
な
農
学
部
の
課
題

に
皆
手
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
期
待
す
る
昨
今
で
あ
る
。

れ
て
い
る
。
乾
期
の
血
月
頃
か

ら
木
を
切
り
倒
し
、
七
～
八
月

に
か
け
て
山
を
焼
き
そ
の
あ
と

に
棚
も
み
を
播
く
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
粁
好
は
次
第
に
農

業
を
嫌
い
、
そ
の
た
め
に
焼
畑

地
は
便
利
な
と
こ
ろ
が
優
先
さ

れ
、
十
分
に
地
味
が
Ｍ
復
し
な

い
ま
、
に
次
の
稲
つ
く
り
が
行

わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
し
た
が

っ
て
土
壌
流
亡
が
す
す
み
、
、

地
力
が
低
下
し
て
少
な
い
収
櫻

吐
を
ま
す
ま
す
低
か
ら
し
め
て

い
る
。ど

う
に
か
し
て
、
よ
り
多
く

て
、
よ
り
多
く

鑿

の
米
を
穫
り
た

い
と
い
う
の
が

農
家
の
切
実
な

願
い
で
あ
り
、

あ
わ
せ
て
、
日

ま
し
に
す
す
む

貨
幣
経
済
の
中

で
、
新
た
な
商

品
作
物
の
導
入

が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
指
導
機

関
の
様
々
な
指

導
も
あ
る
と
は

い
え
、
広
大
な

土
地
に
散
在
す

る
農
村
を
こ
ま

め
に
指
導
し
て

い
く
こ
と
は
並

大
抵
の
こ
と
で

は
な
い
。
そ
の

た
め
の
費
用
と

人
材
の
確
保
は

サ
ラ
ワ
ク
に
と

っ
て
決
し
て
容

－
一一

寺

▼
役
員
会
報
告

本
年
度
は
創
立
調
間
年
記
念

事
業
を
成
就
さ
せ
る
た
め
に
、

臨
時
役
員
会
、
定
期
役
員
会
お

よ
び
学
内
役
貝
会
と
例
年
に
な

く
多
く
の
会
合
を
も
ち
、
六
篠

一
会
役
員
は
勿
論
の
こ
と
、
学
内

一
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
批
重
な
時

一
間
と
労
力
を
提
供
し
て
い
た
霞
、

一
い
た
。
紙
面
の
郁
合
で
そ
れ
ら

一
の
要
点
の
み
を
ご
報
告
し
た
い
。

一
昭
和
弘
年
２
月
岨
日

定
期
役
員
会
於
農
学
部

○
昭
和
弱
年
度
経
過
な
ら
び

に
会
計
報
告

○
昭
和
別
年
度
役
員
選
出

○
創
立
加
周
年
記
念
事
業

昭
和
別
年
５
月
加
日

学
内
六
篠
会
於
農
学
部

○
胤
遊
会
当
Ｈ
の
分
祉
等
の

依
頼
に
つ
い
て

昭
和
弘
年
６
月
弱
日

臨
時
拡
大
役
員
会
於
金
龍
閣

○
創
立
訓
周
年
記
念
事
鴬
経

過
な
ら
び
に
会
計
報
告

○
昭
和
別
年
度
事
業
計
画

○
「
神
大
会
館
」
（
仮
称
｝
の
投

立
計
画
に
つ
い
て

庶
蝋
務
報
告

▼
計
報

佐
伯
秀
章
先
生
（
神
大
名
誉

教
授
・
土
壌
学
）
は
去
る
四
月

十
九
日
急
性
肺
炎
の
た
め
、
京

都
市
西
束
区
火
脚
野
上
里
鳥
兇

町
二
’
一
の
向
宅
で
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
裳
年
七
十
四
雀
で
し

た
。

先
生
は
兵
庫
農
大
学
長
、
神

大
農
学
部
長
を
雁
任
、
農
学
郷

の
発
鵬
に
瓜
、
力
さ
れ
ま
し
た
。

平
林
成
志
先
生
（
元
農
薬
紫

教
授
）
は
去
る
九
月
十
一
Ｈ
ク

モ
膜
下
出
血
の
た
め
逝
去
さ
れ
、

松
本
市
笹
簡
区
中
二
子
二
三
の

自
宅
で
罪
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

掌
年
七
十
五
歳
で
し
た
。

こ
、
に
繩
ん
で
両
先
生
の
御

冥
擶
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

▼
農
学
部
研
究
棟
増
築

本
年
春
、
農
学
部
学
舎
の
う

ち
南
に
面
し
た
研
究
棟
（
Ｅ
棟
）

の
西
側
に
六
階
建
て
の
Ｆ
棟
が

竣
工
し
ま
し
た
。
大
学
院
農
学

研
究
科
の
設
置
な
ど
で
窮
肌
な

思
い
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
大

分
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
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六篠会役
昭和53年度一般会計決算報告書

収支対照表．

昭和54年度一般会計予算

収入の部
員

会 長

副会長

常任幹事

庶務

西川欣-(Al)

東 順三(Cl)

予算額 備 考前年度繰越金

本年度入金
合 計

本年度支出金

次年度へ繰越
合 計

２
６
９

５
３
８

８
８

５
８
３

７
６
４

８
７
６

７
６
３

０
３
４

４
２
６

ｐ
ワ
■

０
９
９

１
７
８

１
７
８ 年前

入
預
雑
合

挙
会
藷
収

金
金
子
入
針

越

Ｉ

36，768

1，100，000新入生10，000×110名

3，000

2，000
1．141．768

収入の部

龍
一
司
人
進
文
昭
豊

荘
代
照
弘
博

武

家
貫
吉
川
井
本
垣

新
辻
切
永
前
寺
山
上

(C5)

(Z12)

(K1)

(A13)

(A3)

(A神2)

(A12)
(C16)

予算額 決算額 備 考

支出の部金
金
子
入
計

越年前
入
煩
雑
合

》
会
》
収

０
８
５
６
９

１
２
４

１
０
１

ｐ
ｌ

ｌ

７
０
６
０
３

０
０
３
０
４

４
０
２
０
６

ｐ
９
ｐ
７
■

０
６
９
４
９

１
０
６
８

１
７
８

７
０
０
０
７

０
０
０
０
０

４
０
０
０
４

会計

０
０

０
０

０
０

人
人
Ｑ
４

０
３
６

２
５

１×
×
件
冊

円
円
ｍ
２

“
”
告
簿

印
加
広
名

１
１

予算額 考傭

教育研究援助費

農学部活動援助費

一般事業費
一般事務費
会 』裳 費
謝 金

旅 費

慶 弔 費
雑 費

予 備 費
特別会計へ繰入れ
今 ・ 計ロ

会報 100
100
230
500

50
80
30
15
10

6
20

1．141

０
０
０
０
０
０
０
０
０
８
０
８

０
０
０
０
０
０
０
０
０
６
０
６

０
０
０
０
０
０
０
０
０
７
０
７

支出の部 名簿事鋳の委託，記念出版物鵬入その他
会報ほか，印刷費，郵送費

アルバイト料， その他
学外役員の役員会出席，その他

名簿 備 考予算額決 算額

教育研究援助費
農学部活動援助費
一般事業費
一般事務費
会 蟻 費

謝 金

旅 費

慶 弔 費
雑 費
予 備 費

特別会計へ繰入れ
△

計［。

０
０
０
５
０
０
０
０
０
０
０
５

０
０
２
５
６
０
４
０
７

０
０
３
３
３
０
８
０
８

０
０
７
８
８
２
６
Ｑ
ａ

Ｐ
９
ｆ
ｐ
サ
リ
リ

０
０
２
８
２
０
５

１
１
４
１
８

０
０
０
０
０
０
０
０
０
７
０
７

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
４
０
４

？
ｐ
９
ｐ
Ｐ
９
９
７
ｆ
ｆ
抄
９

０
０
０
０
０
０
０
５
０
４
０
９

０
０
０
５
３
０
２
１
１
２
０
４

１
１
１
４
１
２
１

ｆ
ｌ

事監

会報発行など

役員会2回，学内役員会1回
アルバイト料，事務室へ
学外役員，役員会出席
4件

藤井

浦岡

聡(C5)

睦(A7)

幹 事

昭和54年度特別会計予算(六篠会学術振興基金準備金）石田陽博

久保吉正

能宗．康夫

今村幸三郎

進藤 恭

北浦義久

酒井 進

山川 昇

入江克美

大喜多健彦

山木和人

三十尾修司

(A2)

(C2)
(C2)
(A4)

(Z5)
(A6)
(C7)
(P16)
(P17)
(Z17)
(T神4)

(A神6)

予算額 備 考

前年度繰越金
一般会計より繰入れ

預 金 利 子

合 計

２
０
０
２

７
０
０
７

９
０
０
９

９
７
ウ
■

３
０
２
５

７
２
２
１

８
１
０

７２
３

昭和54年4月30日 藍杳の結果誤りなきことを認めます

浦岡 睦⑳ 山本博昭④

昭和53年度特別会計決算報告香(六篠会学術振興基金準備金）

創立30周年記念事業会計中間報告(54･ 10･ 12現在）

収入の部

予算額 決算額

前年度繰越金
一般会計より繰入れ
預 金利 子

合 計

０
０
６
７

３
０
３
６

６
２
１
９

２
２

２
０
０
２

０
０
０
０

５
０
６
１

２
０
０
２

０
０
７
７

５
０
４
９

，
Ｐ
Ｐ
ｆ

Ｏ
Ｏ
３
３

３
０
４
７

６
１
１
８

Ｐ２
２

甑中間決算額 備 考予算

金
金 利

収

叩
的

０
０

０
０

１
１

甑
子
入
計 10．000

醜金者数1076名

記念出版物売却32,3m他

募
碩
維
合

０
０
０
０

０
０

０
０

０
５
５
０

０
３
８
２

Ｏ
３
５
９

ｆ
ｐ
Ｆ
凸

５
４
３
２

０
１
４
６

４
４

６
６昭和54年4月30日 藍杳の結果誤りなきことを認めます

浦岡 睦⑳ 山本博昭⑳
支出の部

編
集
後
記

今
回
お
届
け
す
る
会
報
「
第

３
号
」
は
成
功
裡
に
終
了
し
ま

し
た
創
立
卯
周
年
記
念
事
業
の

報
告
と
と
も
に
現
在
話
が
進
め

ら
れ
て
い
る
「
神
大
会
館
」
や

「
大
学
院
」
問
題
を
中
心
に
編

集
し
ま
し
た
。
こ
、
に
御
寄
稿

い
た
だ
い
た
方
々
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

会
報
に
は
六
篠
会
や
学
部
で

と
り
組
ん
で
い
る
課
題
の
紹
介

や
事
業
の
報
告
の
ほ
か
に
会
員

相
互
の
意
見
や
情
報
の
交
換
の

場
と
し
て
の
役
割
も
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
紙
面
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
御
意
見
や
近
況
な
ど
御

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

同
窓
諸
氏
の
間
で
大
学
時
代

の
学
年
や
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
、

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
職

場
で
定
期
的
な
会
を
お
持
ち
で

し
た
ら
会
報
係
ま
で
御
連
絡
下

さ
い
。

卒
業
し
て
い
く
人
に
と
っ
て

心
強
い
も
の
で
す
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を
広
げ
て

い
く
た
め
に
も
紹
介
し
て
い
，
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

年
の
瀬
も
押
し
せ
ま
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
皆
様
の
御
多
幸

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

考中間決算甑 備予算額

に

他
金他

基

”
叩
”
鋤
興

石
振

０
０
０

哩
術

０
０
０

０
０
５

３
７
９

学

科
は

１
１簿

集
き
数
に

真
吋
馳
》
鋤
電

名
写
絵
弁
振
最
あ

Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
５
０
０
０
５
０

０
９
９
０
５
９
９
２

０
５
８
０
１
６
５
９

５
７
０
６
２
８
２
２

５
１
７
１
７
５
７
６

０
５
３
３
４

１
４
６

｜籠幾協爵患
｜爵 遊 会

I 会 鑑

I 鳶 務

灌““
耐

５
４
０

１

金
費
賓
金
費
費
費
費
金
計

000

000

400

100

100

100

50

250

000

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０

000


